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叙
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-v駒五
等
瑞
宝
章

偽
…
山
市
新
食
Mmニ
丁
日
二
昏

一
O
号

小
坂
作
次
郎
氏

八
円
議
V

{功
制
}

大
正
ト
問
年
か
ら
昭
和
四
十
五
年
ま

で
の
四
十
六
年
間
に
わ
た
り
、
消
防
冊

以
と
し
て
.
消
防
防
災
前
動
に
M

円、
く
さ

れ
た
.-v勲五

等
瑞
宝
章

魚
川
げ
市
中
央
泊
り
二
丁
目
五
得

一
号

大
沢
修
a
R
氏

〈
花
繊
〉

{
功
柏
駅
】

明白刊
三
年
か
ら
間
十

一
年
よ
で
の

十
八
年
間
に
ね
た
り
.
教
鴨
川
と
し
て

小
校
教
行
の
似
幽刊
に
尽
く
さ
れ
た
.

-v勲六
等
瑞
宝
章

札
制
…
山
市
民
引
叫
川
ド
仏
間
九
掛
川
地

谷
口
瞳
冒
治
氏

〈仰
ぬ
v

【功
給
】

昭
如
刊
ト
・
一年
か
ら
問
ト
二
年
ま
で
の

三
十
年
川
に
わ
た
り
.
帆
H
黙
れ
と
し
て
.

融間続
的
動
に
尽
く
さ
れ
た
.

法
務
大
臣
表
彰

-v更生
保
護
事
機
功
労

魚
川
市
上
村
本
一二・
K
俗
地

剣
山
道
霊
氏

ハ白地
凧V

附加
刊
・-一
卜
・-a年か
・

υ羽
化
に
セ
る
ま

で
似
品
川
A

川
と
し
て
.
住
み
よ
い
明
る
い

社
会
づ
く
り
に
H

州、
く
さ
れ
た・

V
更
生
保
護
事
業
功
労

魚
川
市
川
同
成
品
寸
町
間
待

L

ハ
サ

谷
川
寛
徳
氏

〈
ωぬ
v

附向刊
・・
卜

e-低・か
ら
削叫レ什にぶ
れ
る
去

で
似
品
A

川
と
し
て
、
住
み
よ
い
明
る
い

社
会
づ
く
り
に
は
、
く
さ
れ
た
.

富
山
県
知
事
表
彰

V
厚
生
功
労
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魚
川
山
叫
利
金
保

e
-
M
-九品川
・4

九
H
V

沢
東
鱒
子
氏

ハ
例
以
〉

{山川制
}

附
加
ト
八
年
か
ら
城
の
に
-セ
る
主
で

似内川
下
総
一九
位W
め
児
山
川
M
M臥
の

m氾
に

尽
く
3
れ
た。

-v産難
経
済
功
労

魚
洲
市
本
町
二
丁
日
じ
需
瓦いソ

辻

浦
氏

〈的
儀
v

附
相
4
1
卜・
ハ
年
か
ら
r
札
ト
例
年
率
で

仏
…
沖
機
械
七
ン
タ
l
仁
川
明
川
地
の
巡
川円

相
応
M

慌
に
尽
く
さ
れ
た
.

間
敵
国
劃
脊
「+一月臨時事から
」

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

avi
卜
‘二
年
度

一
般
会
計
袋
入
段

山
決
算
認
定
に

つ
い
て

A'・ム
ト
一ニ
杢
皮
下
水
道
事
案
特
別

会
計
峨
入
縫
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
℃

a'-K
ト
一二
年
度
問
弘
次
遣
が
お
特

別
会
社
級
入
縫
出
決
算
の
認
定

に
つ

い
ず、

A
V
五
ト
三
年
皮
肉
民
健
康
保
険
学
業
特

別
会
計
縫
入
品
凧
山
山
決
慌
の
認
定
に

つ

い
てa-五

十
三
年
度
農
業
共諸刑
事
業
特
別
会

体制地域人地城
山川
決
院
の
川
崎
定
に
つ

い
て

A

マ
作
決
処
分
の
，m泌
を
求
め
る
・』
と
に

つ
い
て

{上
地
所
作
協
移
伝
佼
必
に
か
か
る

和
解
に

つ
い
て
の
専
決
報
化
H
)

-
而
サ
決
処
分
の
ふ
認
を
求
め
る
-
』と
に

つ
い
て

{五
十
例
年
度

一
般
会
計
補
正
・
?
"

〔第
五
号
〕
の
山中
決
鰍
作
)

一
般
会
計
凶
剛
正
子
慨
は
、
地
時
人
命
山

F
nの
総
制
に
問
.hじ
十
万
円
会
迫
加

し
、
そ
の
総
.納
金
そ
れ
ぞ
れ
八
十

-ω
託
子
一
t
hニ
ト
ヒ
万
七
子
円
と
す

る
む
の
で
.
そ
の
内
容
は
.
去
る

九
川
一
・1
=百
の
断
続
的
タ
強
い

処
小
米
州
に
よ
り
.
L
A
H
円
台
線
の

辺
山
町
約
J

・十
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
勺

て
決
峻
し
た
の
で
、
取
り
あ
え
J

地
域
住
民
の
問
池
辺
郎
被
備
な
ど

会
身
噛慨
し
た
卜
.で
、
災
符
応
急
情

況叫
H
と
し
て
間
行
じ
卜
万
円
安
計

l
.し
ょ
し
た
・

-』の
災
市
首
復
旧
は
、
早
急
に
国
.

川町
に
刈
し
働
さ
か
け
、
早
期
制
限
附

に
万
全
会
期
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
.

タ
お
.
・
』れ
ら
の
附
鰍
は
、
地

わ
り
交
付
似
合
光
巾
1
4
る
・』
と
に
匂

っ
て
い
ま

r
・
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市
営
住
宅
道
下
団

地
の
入
居
者
募
集

申
込
み
は
弱
年

2
月
5
日
ま
で

市
で
は
、
建
設
中
・
の
市
営
住
宅
道
下
回
地
の
新
規
入
制
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
新
住
宅
へ

の
入
院
伯
は
、
米
年
四
月

一
日
に
わ
泊
る
見
込
み
で
す
。

。
所
咋
住
地
北
鬼
江
九
百
品
街
地
の
一
四
位
半
一
室
、
サ
ン
ル
ー
ム
、

O
締
法
鉄
筋
コ
シ
ク
リ
l
ト

造

問

そ

の

他

食

堂

兼

台

所

.

浴

宅

階

建

躍

附

戸水
洗
)
、
パ
ル
コ

ニ

室

の

構

成

は

.

六

畳

二

室

、

ー

な

ど

e

一
一戸
あ
た
り
蘭
愉

は
六
八

・
五
九
平
方
い
川

。
募
集
一戸
数
二
十
回
戸

。
市
申
込
期
間
五
十
五
年

一
月
五

日
か
ら
二
月
五
日
ま
で
・

0
入
居
資
格

一.
市
内
に
住
所
又
は
動
稼
場
所

が
あ
る
人
。

ニ‘

現
住
同
局
し
、
又
は
同
組
砲
し

よ
う
と
す
る
税
抜
が
あ
る
人
。

一
四
一
、
攻
&
住
宅
に
蹴
っ
て
い
る
人
訪

問
.
人
出
品
白
の
収
入
が
収
入
法
制
巾

内
で
あ
る
人
6

0
申
込
先
鐙
設
諜
叩
暗
然
住
宅
係

内
線
2
7
7

O
住
宅E~ (J) };t~ 図

筒れの叙烈と大臣表象2・H ・H ・..…2

選下箇泡の入君奮募集…...・H ・..3

知って猷しい市の台所……4-5
魚逮市水温事業の状況...・H ・-…・6

省エネルギー情報⑤……・...・H ・ア

除雪はみんldの協力で…..・・・・…8

f主来年始の防犯Jω得....・ H ・....…9

みん芯の疋いいく・・・………10~ 1 1

ゐん芯のねんさん・..........・・・・・・・12

あ芯疋と図SII!i...... ....... ..... ...13 

保健だより・ .... . ............... 14~ 1 5

お知らせ………・…・・・…・・・・・ 15~1 7

ふるをとの文化問。3)…・...........18

表紙・バスケッ トボール

O
申
込
み
に
必
要
伝
性
矧

一
、
市
営
住
宅
入
肘
申
込
鈴

ニ
.
伎
町
ホ
の
騰
本

三
、
所
得
説
明
百

情
話
与
所
得
者
は
市
町
村
長
の
証
明

市町

X
は
前
年
度
割
問
・
以
徴
収
梨
・

@
そ
の
他
の
所
制
問
者
は
.
年
間
所
得

を
締
認
で
き
る
市
町
村
長
々
ど
の

所
得
説
明
郵
又
は

所
得
鋭
舷
定
取
血
円

必
の
写
し
.

側
.
同
院
の
縦
絞
は
、

山
平
突
し
し
の
M
W
姻
関
係

と
同
憾
の
事
情
に
あ

る
人
・
そ
の
他
僑
約

者
で
は
そ
れ
を
証
明

す
る
轡
矧

(絡
約
証

中
日
仏
曹
は
係
に
あ
り

ま
ず
か
ら
.
必
制
官
仙
齢

制
刷
を
添
え
て
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
.

市
巾
込
世
田
は
本
人
又
は

家
肢
の
方
が
持
参
し

て
く
だ
さ
い
.
巾
込
併
や
同
拠
出
抑
制
剛

に
い
つ
わ
り
の
記
織
が
あ
る
と
無
効

と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

、。

0
・人
M
山
積
の
州
選

申
込
者
が
多
放
の
励
会
は
州
選
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

O
M州
選
日
時

二
月
十
五
日
午
後
一
一
時

O
微
滋
場
乱
川
市
役
所
三
階
大
ゐ
議
由
主

液
中
込
用
紙
は
.
帥
怯
設
線
建
築
住
宅
係

{内
線
2
7
7
)
に
あ
り
ま
す
の
で
お

公
較
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

. ・略

付
近
案
内
図

‘
 

面

図

• 
¥ 

-、.

s
w
m
a唱

4公怠保育担

つぼめ級担任 原

「先生おはよう、 外で遊んでもい

いつJ 鵠翠く室題して来る子供だ

ちléI: 、 ~ffi刀愚に着くのを待ちか

ねてい疋.;.うに外ヘ飛び出して行

きま可。符に年長兜はパスケット

ポール ・室j，!電 ・ドッヂiT¥-Jし忽ど

ポーJしを使つだ~Uガ錨んで犬!I:J

きでq。初めleI:役げ疋り受けたり

すること刀患うようにできな刀つ

疋の刀、舎でIel:rそれシユート !J

rnスパス /I皐〈倹げて IJ fej: 

ど、かけt.sも勇ましく種目庭せまし

と;t¥-ルを遣い刀11て走りまわっ

ています。

そうしと中で友遂とのつ是正ガり

も深まり、自主的に行動するよう

lこ主よりましと。今日の鼠合で負け

てくやし家を琉す子供の察も見ら

れ次の試合へのフ戸イトに、つ忽

11っていまt1。子供だちには、さ

まざまTcl:ilHUそ遺して学び自信を

つけI~\身ともに太きく成長してほ

しいと思います。

由美子森

(3) 
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収
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肌
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そ
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・し
1HU
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-
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当
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予
算
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繍
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h
l問
年
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中
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r
n
Hし
|
人
総
じ
f
h・.
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h
川
こ
州
午
巾
ほ
の
中i
初

-rHY
-の
比
U
H
L

ご
九

・
h

~
の
仙仰
げ
不
℃

t
h'
品
の
体内
・h
川
の
仙川け
に
L
り
.

総品川
・ヘ
l
一川町
h
F
.
h
.
.
 

卜
し
力
川
と
わリ
，
L'が
.

前
年
瓜
一週
次
校
総
州
H
J

・U
じ
卜
・・
h
H

川
島
』加
PA
-

-
ハ

ト
.
位
h
f
hrH
九
十
九
U

リ
川
と
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九
卜
附
年
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i
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削
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M
m
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の
は
市
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縦
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m
八
T
・・

μ
・
ハ
ト
八
ん
川

が
附
u
m
三
れ

E
し
た
が、

um
川
山
ド
定
必

ル
円
花
ニ

L
J
.
k
l
h
h
H
HN凡え円
t
h
H
9
L
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川
a
山

l
l
t
J
1
1
f
2
1
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付
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f
八
れ
州
十
問
h
川
.
u
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ぬ
必
修
復

h
v
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川
凶

J
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1
L
J
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.
ら
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、
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d

，可
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i
t
r
i
-
-
J
N
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0
劇

f
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M
山ドザ恥じ
ι
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行
・
ハ
ル
川
が
減
品
川
に
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リ
k
し
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L
l
k
H凡
l
〉
作

k
f
A
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t
MV
4
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4
4
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H
小叫ん
の
と
わ
り
C
あ
り
a
h
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-
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a
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R
e
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徳
一
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畑
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旬
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1
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9
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骨
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... 111量中の2転江公民館

市有財産の状況

J也 必l サ~J
521;.726m' 122.396111' 

F切かア 正隆費
イffdb.lll券 その他 J，~ 1l 

6.1 • ~)27 r. jI 1 404 .5H2 T'Pl 

雷雲3」 Etこ主.グz 

入
金
な
し

特別会計予算執行状況 (9月末)

会計 [て分 f Q. J(j 
#. rr 1主 i兄

似 人市町t収入割合 :c.tB，J可tCt 支出頭台

勾円 '11'1 JJIIJ 

F -1( jQ 令官E ;51) 27“ :1品.4 186 24.6 

hl!V， ，，， ，Ci 'れ t 110:1 2:15 29.:1 2~16 :憾 .11

I~l l (健 l.Ii 似険制v. 14，，7.り;(1 r.，・:!.222 35.5 5.t4.795 :11.:1 

~章、 民 的 '11 Y. l'f'I.2hh 7.““1 
53.7 .1.317 30.3 

'"吹館。れ t 5..7.5:$(】 5111 I.() 2.178 :1拘

Z~ltll. 1211 bttU.!l75 '/.7.7 ti~ I. 7n 211.0 

市債の状況
/ 

事責 司E :. 9自17，754万円

目 土 木 fJI 1114，231万円

的 ~金 fUI: fJI 611 238万円

jJlJ 
‘轟 担且 ~ 4117，220方向

AII#水通.鋼 2111，018万円

公営 t主宅 繍 ILl5，630方向

ll!W!J1日傭 土木 1 I量161万円- ・~.. 2，484万円

斤書曽lUt8.189万円・ 帽骨付金 8.413方向・特別絶
汚濁 6，126方向・陶磁"積tl6 . 080万円 ・ ，Ii~耳慣 S ，848
万円 ・出!，t!iJl日債 3，・8・万円 ・・2世情 19S万円

J 

市債 総額 36億8，277万円
住民1人当り負担額 73，902円

大 高量 省 21(阜 412万円

借

入
量事 まま 1匝 5官15，175万円

~t JI銀 行 5L12，77S万円

jJlJ 
公 営 公 庫 2(12，820万円

書宅清組合 1111，488万円

}輯 8，413万円

¥ 骨 q、他 1，194万円

歳入 54年度一般会計収支状況 (9JJ末) 蟻出
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t也 ん .lt 'J flI. ".41)(' 2，025 31.6 
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災 ;呼 t世 111 1t 6.434 982 15.3 

チ 繍 u 5.問問 ー
Jr. ~ :11 官? 188 119 117.品

JI tl1(f5.tlOO 27.." .:1011 33.6 



あ三州事1:(世物品ZωIlf{抑制年12111 H交付広緩うおづあえ弘たと，1;伐をむ<1，3;

市水道事業の状況
54年度上半期の水道事業会計の業務状況ガ公

表されたのでお知らせします。

。
幽
需
瞳
帽
の
状
況

戸九
川
末
刈
作
』

給
水
人
口

一二・

1

↑.
.八
人

給
水
戸
敏

八
.
一J
-
マ
ヘ.ド

給

水

H
M

一
.九
・e

ム
.
州
“
判
h
d
日打
米

新
設
給
水
工
事

一
山
門
じ
件

。
会
計
の
状
況

{九
川
米
税
ハ
}

五
十
凶
依
・
九
川
末
の
州
位
以
文
状
汎
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
可
。

損益収支状況

H [1 f~ln 収入In市Hl'

q~ 給水 q{銭 165.2i:; 79.1:，; 017 . ~・

受託 l'似<1. ;!41.b50 i .24・92:l.i 

，、 をのl削H主 :1.0削 :mll 10.¥1 
，・F‘" ，川・4 1 9悼 . ~129 KH. iOt; 4:U， 

n 11 Hl釘lぇ:lllli)。'.trof:-

え
給水1t11) ，1 ~. I Z6 21，2，12 4i .1 

そJ(.r'，もn 27，150 rl.52i 24.0 

比百 un.M¥1 32. :;~.~- -I4，!l 
111 その他'Il1II Ü~ ， !i~!1 17.0.13 2i .2 

{;- .11 ZOi .61fo 17.:ri1 :<7， :1 

@
達
政
改
良
工
歯
'

今
年
皮
は
佐
川
叫
改
良
工
小
と

し
て
小
慾

W
一一

.

一
・れ

C
F

川
を
社
両
し
て
い
ま
す
が
.
九

月
末
ま
で
に・玉
h

悼
む
の
と
し
て

次
の
工
事
が
京
地
さ
れ
よ
し
た
.

・
市
川
辺
北
鬼
灯
i
i川
ぬ
線
配
水

腎
布
必
仁
市
v.
二一一
し

γ

一.
l
kC
F
円

-m付
補
助
仇
助
聞

で

一サ
M
W
配

水
管
釘
必
L
市P

九
一
一ぃ‘

八
三
六

F
川

・
市
道
初
本
1
労
災
線
配
水
跡
日

釘
注
工
出
v
-A
三
百

γ

一-一、
七
二
二

F
問

-
市
巡
大
海
キ吋
叫
判
じ
サ
回
開
配
水

料H
布
設
工
慎

二
一

L

ハ
γ

一
‘
附

C
O下
川

-
山
巡
し
し
川
本
山
線
i
倒
木
六
サ
線
配

水
伶
仏
政
工
事

州
じ
二
ぃ
・

四
.

ニ
ニ
コ

F
円

-
げ札
什
地
内
皮
浴
配
水
m
M現
崎
工
事

・一一

し
一

一、

ヒ

A
C
千
円

冬
期
間
に
お
け
る
注
意
事
項

@
水
道
管
の
磁
忍
に
注
意

川A
泌
が
氷
点
下
に
な
リ
ま
す
と
水
辺

が
ぬ
っ
て
似
裂
し
ま
す
か
ら
、
ル
小
泊
料
H

が
トしさ山山
し
の
と
こ
ろ
あ
る
い
は

凶
帆
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道

竹
や
蛇
口

の
郎
分
は
.
保
山
崎
H

門
を
と
り

つ
け
水
道
の
水
が
凍
・
り
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
.

。
水
道
管
が
磁
製
し
た
と
き

叫
州
製
し
た
郎
・
分
に
衡
か
テ
ー
プ
を
し

っ
か
り
と
ま
き
つ
け
て
、
応
急
手
当
を

し
て
か
ら
.
速
や
か
に
市
水
道
局
か
指

定
工
事
庖
へ
述
絡
し
拙
時
期
引
を
し
て
く
ど

古』い

+

@
水
道
が
藻
錯
し
た
と
き

タ
オ
ル
は
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
と

か

し

ま

す

急
に
熱
泌
を
か
け
る
と
、

水
巡
符
や
針
先
日
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
-リ
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

『積
雪
期
の
メ
ー
タ
ー

検
針
』

水
道
の
j

|

タ
ー
は
、
二
か
月
ご
と

に
巾
止
め
う
れ
た
日
に
椴
針
し
て
い
ま
す

が、

冬
期
間
同
町
ざ
が
多
く
て
、

検
針
が

て
き
れ
弛い

と
さ
は
水
道
料
金
の
算
定
を

例
制
の
検
針
と
閉
じ
使
用
円
単
で
料
金
を

納
め
て
い
た
だ
い
て
、

後
日
メ
ー
デ
ー

の
検
針
が
で
き
る
よ
う
に
タ
っ
た
と
き

に
.
料
金
の
ね
停
を
し
て
、
納
め
て
い

た
だ
く
ニ
と
に
わ
ゆ
リ
ま
ず
n

『水
道
メ
ー
タ
ー
器
の

管
理
』

水
道
メ
ー
タ
ー
総
は
、
日
取
初
に
山
叩
込

告
の
了
解
を
仰
て
工
が
地
行
の
際
‘
日
取

も
検
針
し
や
す
い
場
所
に
取
付
け
ま
す

が
紋
近
家
M
肢
の
酬
明
改
緩
や
.
経
刷
附
巡
り

な
ど
で
水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
ト
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
し
た
り
上
妙
の
下
敷
金
、
に

伝
っ
た
リ
し
て
、

険
針
や
刈
水
修
用
又

は
メ
ー
タ
ー
紛
の
取
脇
町
、え
が
で
き
れ
惜
く

な
り
ま
す
a

ζ

の
よ
う
れ
性
鳩
合
メ
ー
タ

ー
総
の
移
設
や
節
分
的
伝
刷
ト
し
げ
を
し

れ
怯
け
れ
ば
タ
ら
な
い
こ
と
と
.
仁
下
山
町

は
償
問
者
側
の
白
H
M
H
と
タ
り
ま
す
の
で
-

m改
築
、
そ
の
他
で
メ
ー
タ
ー
絞
め
ぬ

析
を
変
一
史
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
市
水
道
局

χ
は
、
市
内
胤
制

定
工
事
前
に
必
ず
宙
恩
給
油
如
し
て
く
だ

主』い
.

無
断
で
メ
ー
タ
ー
器
を
移
設
、
均
出
向

伝
ど
が
行
わ
れ
る
と
条
例
の
定
め
る
と

よ
ろ
に
よ
り
.
給
水
を
山T
・化
す
る
こ
と

が
あ
り
手
す
の
で
.
ご
協
力
を
お
紛
い

l
』
さ
4
v
f
v
.

【
水
道
ミ
ニ
ガ
イ
ド
】

般
近
ιへ
の
政
し
飼
い
に
よ
っ
て
水
滋

メ
ー
タ
ー
倹
針
H
H
が
危
害
を
‘
つ
け
る
噌
』

と
が
あ
り
ま
す
.
犬
は
必
ず
つ
な
い
で

お
き
ま
し
ょ
う
e

ま
た
メ
ー
タ
ー
総
の

付
近
か
ら
幽離
れ
ト
市
に

つ
タ
い
で
お
き

ま
し
ょ
う
.

(6) 

日
年
度
情
負
工
事
発
注
状
況

『

1
H
t
六
H
か
-V
1

一uH卜
h
H山
叫

h
J

一t
.
納品
H
制
一
4f
h
m円
以
ト
九
f
b門
-

r
h』帽
の
l
a引
U
巾へ
の
と
お
り
で
3

、

マ
デ
l
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
新
築
工
が

契

約

卜

白

川
三
卜

一
川口

間州白
H
M
間

三
千
二
行
ト
三
万
円

mね
者

側

関

U
紛

エ
則
五
卜
附
年
ト

一
月

一
日
1

以
ト

m

九
年
三
月
十
日

No.5 

選
挙
の
知
践

図
、
湯
量
甲
遭
動

間

選
挙
運
動
則
川
は
・
・
:

立
候
納
の印
刷
出
が
そ
削
位
さ
れ
た

と
き
か
ら
批
判
前
日
の
前
日
の
午
後

卜
二
時
ま
で
で
す
.
た
だ
し
術
一州

協
説
や
連
呼
行
為
は
.
午

-M七
時

か
ら
午
後
八
時
ま
で
.

O
選
本
に
是
非
必
要
守

2.
則

ら
、
立
候
補
の
幅
削
ぷ
み
や
ポ
ス
タ

ー、

行
恨
の
作
成
.
事
務
所
の
借

り
入
れ
自
民
沙
伝
ど
は
、
印
刷
出
以
前

に
で
む
立
候
補
の
激
倫
行
為
と
し

て
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
・

O
投
州
市
日
に
.
が
場
所
に
ボ
ス
タ

』

隅

司

副

a

手両手のめ

¥
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省
エ
ネ
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i
情
報
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い
よ
い
よ
骨原油
ほ
鍵
米
の
手
筋
が
刈
米
し
主
し
た

a

化
伸
り
・
お
い

か
う
敬
か
月
間
家
に
閉
じ
・
-
め
ら
れ
る
日
々
が
多
，、
今
り
主
j

み
な
さ
ん
の
お
古
で
む
時

ω終
処

e
Iご
に
お
使
い
の
・
』
と
で
し

t
う

J
て
ニ
で
今
月
は
快
遁
で
作
品川
hu崎
川
切
に

つ
い
こ
Y
Jえ
C
ム

主
し
主
う
.

1
暖
め
す
ぎ
て
は
い
ま

せ
ん
か

本
内
沿
度
は
a
T

度
、
沼
市
川
は
人

-パ
ー
セ
ン
ト
が
日
安
で

r
必
咲

以
上
に
崎
市
町
る
の
は
エ
ホ
ル
ギ
ー
の

む
だ
使
い
.
体
の
紙
抗
力
ぞ
倒
的
打
、

健
康
上
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
c

川
国
滋
度

吋
川
会
mmえ
，
、
市
内
の
池
山川

応
、
F
E山りに
剛桝
節
し
正
し

t
-
J
 

2
ス
ト
ー
ブ
の
上

手
な
使
い
方

①
ス
ト
l
ヴ

umく
ゆ
刈

に
よ
っ
て
時

M
d刑事
が
変

鱒贋lI1J

'，; 1111 

I~ ..;・

Eへ1" l'ιL'" 
(1 "" 

ト I l.. 

わ

J
、
、J
ま

4

窓
側
に
置
い
た
む
が‘

ヘ
川
%
を
パ
灼

:
M
m尽
さ
ぜ
る
品
川
目
、

.
t

リ品叫
附れ
的，

、
-

e間
仙
川
刷
'
・
釧
'
A
引
の
H
A
-
h
凶
ス

l

l
r
リ
倹
'
A

叫
に
札

B
L
主
し
t
う
一

札
口
・
」
開
吹
か
の
嶋
合
は

.
T事
由
リ
に
窓

ん
聞
け
，

-術
創
刊
り
喝
し
十
代
と
入
れ
換
え
ま

'
:
う
給
仙
刊
'
ベ
刷
ι
日
・必
度
行
剛
刊
に
誌

れ

ゆ

俳

句

①
H
V
M
M
-
M
動
山
山
々
uu涜

L
H
油
ス
ー
ー

ザ

.
消
火
宏
九
tuk.vaニ
リ
ス
ヌ
ト

l
プ
-

が
作
品
川
J
・勺
白
か
と
う
か
.
と
F

，、
内
…始
一し

，
よ
れ
‘
J
Z・
1
t
・守

①
以
射
似
の
つ
い
た
ス
ト
ー
ブ
は
.
九

川
引
似
の
ゴ
ミ
や
の
れ
を

F
ま
め
に
取
り

払
陣
い
亡
お
き
ま
し
ょ
、1
ゴ
ミ
が
什
桁

ず
る
と
以
射
仙川
県
が
判
ま
り
ま
す

①
収
納
時
に
は

M
除
し
.
ヂ
嗣
尚
尚
一副
川島」

修
州
し
こ
.
批
燥
し
た
場
叫川に
保
怜
し

B&F
l
」
'
aF
A
-
-

3
部
屋
の
上
下
の
温
度
差

を
少
な
く

時
M
Wし
て
い
る
部
川
市
ご
は
.
成
主
，

h
t
L
e
代
」
附
く
れV
勺
ご
ト
.U
H
1
4.
へ
"
え

1
4
・
'

1

4
1

4

・i

た
ゆ
古
川
り
ほ
近
く
に
他
府
主
三
、
く
る
の

で
、
都
um.の
ト
下
で
以
度
経
が
で
て
き

ま
す

特
にわ
K
時
間
時
M
W
の
湯
ムH
は
.

上
ド
の
叱
し
れ
を
Mm尽
き
ぜ
る
と
暖
房
効

川本
が
し
上
が
り
ま
す
こ
の
た
め
の
製
品

と
し
て
サ
|
キ
ュ
レ
ー
ダ
ー
が
あ
り
ま

す
が
.
子
持
ら
の
制
凶
帆
出
m
h弘
ど
で
ら
品
川

巣
は
十
分
で
す
.

1
.
r
H
似
を
ぬ
げ
亡
お
ノ
:
Z」
や
-

V
思品開
閉
ポ
ス
q
ー
を
そ
の
ま
ま
備

小
し
℃
お
・
と
』
と
は
か
ま
い
よ
H
U

人川

遺
品F
柚
軒

f
後
の
あ
い

8
つ
は

咽
治
栄
運
動
と
は
附
M
即
位
く
わ怯
り
.

内
山
で
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
曹
が
.

事
く
の
柑H
川
を
質
し
た
り
.
小
後

判

H
似
の
必
そ
れ
も
あ
る
の
で
.
次

の
よ
う
な
行
為

U
同
小
札
占
れ
て
い

ま
曹Lva

選
主
た

U
"術
選
に
側

L.
遺

俗
人
に
あ
い
さ
つ
可・

9
H
的
告
ら

っ
ザ、

ア

が

別

訪

問
し
た
り
、
当
逮
悦

賀
会
そ
の
他
の
集
会
.
ベ
L
1

ド
を
開
館
し
た
り
苛
る
こ
と
。

イ

当

逮
御
祉
の
は
が
き
や
む
紋

を品
刷
街
、
州向
・P

小
ず
る
ζ
と。

た
だ
し
.
自
分
で
必

い
た
制限帥川

見
俺
い
々
と
の
筏
礼
の
た
め
に
す

る

U
N
は
さ
し
っ
か
え
れ悼
い
ω

遺
骨
'
一
ロ
メ
モ

依
託
物
A
H
収
山
…

必
修
の
ね
川
取
.
似
凶
mμ
引
が

-
定

の
仙
川
魚
訟
を
川
川
・
り
れ
ぺ
，
か

勺
た
ぬ

A
H
.
L
r，
品同
紋
袖
れ
の
似
M
品
物
は
没

収
さ
れ
る
が
.
こ
の
隙
凶
作
と
似
る

.
孔
歓
を
没
収
内
…
と
い
い
次
の
に

う
に
A
H
H
J

れ
る

(7) 

通

;
4屯

h
h
占
ヰ

占

F

・m副
四

申

A

T

g

t

z

-

-
P

-

E
'

J

F
h

さ

-
-
P

E
H
h

，
.号
S

h
園
事

君

一

-
t
f

一
雲

寺

旦
ヱ
5

2

3

2

-

t
a
E
E
E

、
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除雪はみんなの協力で
今
年
む
勺
の
字
節

か
や
勺
之
さ
ま
し
た

巾
で
は
迫
路
の
除
ι
↑，

G
ど
に
U
H
A
t
を
問
し

目
、
い
ま
す
か
一

段

に
斉
明
に
降
っ
た
均

台
は

f
か

M
か
は
い

叫吋
か
あ
り
手
す

今
年
む
町
内
.
地

区
令
再
の
み
与
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
胤

い

し
ょ
す

市

道

の

除
雪

計

画

ι，h
h

、む
巾
で
は
.

-E
h地滋
幽
聞
の
古
見
過
を

mm保
し
て
.
山
、
将
か

う
市
民
生
活
を
山
寸
る

た
め
.
隊
勺
可
能
な

道
路

戸延
長

一
C
九

L
V
)
に
つ
い
て
積

%
以
一が

一
九
山一

以
上
に
々
る
と
、
除

ιT
S

を
開
始
し
ま
4
0

除
A
T
o

す
る
泊
山
叩
の
順
併
は

.m一
w.

第
七
日
刊
.
お
J

一日仰
と
J
.
M
内
問
に
わ
け

τ

い
ま
す

枇
初
は
柄
引

・
Mm
の
迫
山
聞
か
・り

隊
小
，
し
℃
い
占
ま
リ

お

一
一仰
の
道
路

は
.
パ
ス
迎
行
路
線

c
.あ
二
日刊
の
心

掛

mu
.泊
品
川
・
泊
時
r泊
山
町
ゃ
.
ゴ
ミ
品
味

却
坊
は
ど
巾
M
八叫し
め
に
術
仲悼
す
る
治
山
開

て
す

あ

コ
・仰

の
泊
山
叩
は
.
比
約
的
支

泊
以
の
多

い
滋
凶
聞
と
し
て
い
ま
す
心

協
の
除
勺
は
.
・
巾
の
除
小!。中
の
ほ
か
代

間
の
除
pa凶阿
M

慨
を
州
川
り
亡
、
飴
党
ベ
ス

の
淳
行
や
、
泊
拘
・
泌
小
伝
ど
に
え
院

の

η
い
よ
う
に
し
ま
す
.

市
辺
で
あ

っ
て
ら
溢
蜘
酬
が
ぜ
ま
い
た

め
に
.
除
4
1
ゅ
の
人・
り
か

い
所
む
か
れ泊

り
あ
り
ま
す
が
.
こ
の
よ
う
な
・品
川
は
削

係
地
区
の
み
な
さ
ん
ん

の
ご
協
力
に
よ

る
除
古
を
お
願
い
し
ま
す
。
み
ん
わ悼
の

カ
で
.
よ
り
快
過
な
冬
が
過
ご

ぜ
る
よ
う
ご
協
力
会
お
側
い
し

ま
す
.

路

上

に

障

害

物

を

置

か

な

い

よ

う

に

マ
除川
1
，
作
柴
山
T
.

U
取
む
凶
る

の
は
.
小
の
路
上
以
・
恥
て
す
・

道
路
L
し
に
小
島
』般
市
す
る
と
.

除
・中i
作
法
の
m
州市川
と
わ悼
り
ま
す

し
か
む
交
泌
渋
滞
や
が
品
川
を

議
売
す
る
ぬ
山
門
と
な
り

E
す
か

ら
.
路
上
に
則
市
し
わ憎
い
よ
う

に
し
よ
し
よ
う

マ
道
山
聞
に
山
し
た
似

ベ
い
や
、

ウ
イ

ン
ド
ー
あ
る
い
は
u
F本
タ

ど
が
九
に
仰

っ
て
い
る
と
‘
除

A
1
8

の
際
に
桃
山
川
ゴ
ゐ
・
」
と
か
あ
り

t
J

こ
わ
れ
や
す
い
物
ゃ
.
除
勺
の
係
山
内

に
タ
る
よ
う
な
物
に
じ
.
竹
ざ
お
に
ふ

い
恥
仰
を
つ
け
て
-
K
小
し
て
，
、
た
さ
い

マ
隊
十a
ホ
の
泊
過
に

t
つ
一
¥
京
や

中
仰
の
山
山
人
口
が
ふ
さ
が
ゐ
ニ
と
が
仇

り
E
す
か
.
似
ら
れ
た
小
洲
一
、
仏
ぬ
川

に
わ
た
り
除

V
し
亡
い

E
J
の
亡
.
句作

ド
て
限
り
隊
い
亡
く
と
コ
る
よ
・
つ
む
引

い
し
主
す

宮

お

ろ
し

十
.
の
t
叩
ふ
℃
.
吹
い
町
が
例
州
叫
し
ん
い

主
う

V

H
H
じ
叫
お
ろ
し
を
し
E
し
L

-q

近
山
川
に
F
M
人
や
川
吋・ー
だ
け
の
似
仰

が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
.
地

K
Kの
刊
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
主
ぜ

路
上
へ
勺
を
お
ろ
し
た
渇
A
H
は、

A

防
車
や
教
忽
市
中
が
通
れ
る
よ
う
、
す
く

後
紛
求
を
し
て
く
だ
さ
い

河
内
圧
屯
柏怖
が
泌

っ
て
い
る
記
聞
の
勺
お

ろ
し
は
‘
特
に
感
泣
し
h

怖
い
よ
う
休
息

し
て
く
だ
さ
い

雪

の

鎗

て

渇

l
l

官
の
伶
て
地
は
、

角
川
、
縛
明
川、

魚
津
港
が

賞

さ

れ

て
い
ま
す

下
ぷ
泌
を
使
附
す
る
ぬ
A
H
は
、
作
法

山
中
.
竹
ざ
必
に
ふ
い
め
を
つ
け
て
ム
・小

し
.
仙
陀
川
後
は
マ
ン
ト
小

l
ル
の
ふ
た
そ

必
ず
キ
チ
ン
と
し
め
て
お
い
て
く
ど

2

勺
を
巡
路
ト
に
ま

3
倣
ら
す
と
.
ι

ー

泌
が
般
が
aιιι
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
よ

す
か
ら
.
絶
対
に
よ
さ
倣
-V
さ
ひ
い
亡

く
だ
さ
い

山
道
の
除
勺
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
ゼ
は
、
同
t
AVM

X
内
線
2
7

5
へ
ど
う
ぞ

踏

切

事

故

の

防

止

冬
山
川
川
は
例
年
、
紙
切
山
V
的
か
多
'

発
ル
れ
し
℃
い
ま
す

‘a『

&
FY

‘

マ

}
リ
川
停
止
と
ぶ
ト
れ
附
叩
必
を
必
ず
一行

-v
-』レ

M.

除
行
し
々
が
ら
の
館
認
は
が
れ
の
む

と
℃
ず

必
ず
仏
&
ゅ
っ
と
怖
か
め
ゐ

吹山

1.々

と
の
た
め
に
州
恨
の
は
泌
し
が
必
く
ひ

り

E
Jか
・り

.
n
lラ
ジ
オ
々
ど
の
ス

f
y
チ
念
切
り
‘

窓
そ
め
け
こ
わ化
われ
の

友
人
'
を
ふ
く
怖
か
め
ゐ

マ
ス
ノ
1

7

f

十
U
A
H
H
f
f
A
1

・Je

取
付
け
る
ニ
と

り
わ
川
ど
の
た
め
に
滑

り
や
す
く
わゆ
り
ま
す
か
・り
.
ス
リ
ソ
プ

や
エ
ン
ス

ト
タ
ど

L
U
い
よ
う
H
十
一日
に

蜘
引
付
け
亡
お
く
・
』と

マ
万

一
一動
け
れ地
く
h
b
っ
た

-v‘
ま
ず

什
什
怖
ボ
タ

ン
を
吸
う
こ
と

札
常
ボ
タ

ン
の
は
い
刈
て
は
.
た
だ
ち
に
け
旧
号
炎

抗
日
や
必
肌
な
ど
を
使
っ
て
州
市
に
危
険

を
知
ら
ゼ
て
く
だ
さ
い
ω

決
林
・版
物
日
間
説
会
の
入
賞
者

正
治
加
そ
の
他
の
畑山

出
向
屯
f

，六
七
卜
.T
Yリ

.W

か
の
ゆ
り
川
門
街
ぬ

り
そ
さ
い
の
部

俺
相
ザ

U
9
3い

l
T刈

-
m
ザ

リ
・1
C

l
巾
山
川

H

・
た
い
ニ
人

l
肝
ん

早
川
以
%
の
郎

俺
写

り
ん
ご

一
等

り

ん
ご

わゆ

し

山
崎
“
一

H
h
山
内
叫

X
・1

偽
川
山小
J

L
HA
H
hA
之
助

j
H
臥
町
民
栄

" 

F 1m JJII 
'1' tll tlt 

め 何I1;¥ 
..f.. !.l~ 111 
}t H. 
興 I事IJ1ュ

ー
，
富
山
職
業
訓
練

一

短
期
大
学
校
か
ら

一
V
文
化
鷹
演
会

山州
制組

占H
品川
・
エ
ネ
札
ギ

l
-m挽

f
M怖
に

q
Jバ
r
L
H
の
条
例
川
と
は

A
帥

-Mm大
小
牧
照
鍵
作
動
刊

日
時

l
て
川
八
日
山

1
品川・
、
川川

場
崎

市
役
刈
7
・防
人
会
品
川十

i
w
-M山
股

1
H州U
仰
い
削
人

γ山山

内
助

H
H

仙
河
山
・
北
日
本
紙
削
un

v

掌・mm
州問
日

1

.川
八
日

1
1
H

市
し
怯刊

文
化
・岬
・刈
会
.
ロ
ヴ
フ

コ
ン
サ
ー

ト

ワ

f
1

7

コ
ン
サ
ー
ト
.
そ
の
他

(8) 

荷車
一た
ば
・
』
の
部

凪

問

写

阿

布

H
制

‘、ト
'

e

i'pz
.，，

司
令

l
-踊
V
-
1
-

N

l
吋
』
九

。
は
く
さ
い
は
州
場
品
川
町
会

民

同

浮

上

中

山

川

Vゆ

v
・

・・
'p
，.，，，

輔

a

・

2
E
-z
e'

vu仲
燃
物
の
劇山

俊
市
干

し
い
た
け

れ

H
H

一
順
守
々
め
・
』

H
H
H
H

略
的
改
将
の
郎

i-食

L
K
コ
ー
ナ
ー
郎

俺
悼
平
札
口
叫
川
吊
阜
の
リ
ン
グ
ラ
イ
ス

ド
中
山
川
食
品
巴
柄
小
山
穴
mr判
中
.

必
ゃ
っ
コ
ー
ナ
ー
の
郎

叫
問
、
れ
色
ダ
ン
ゴ

・
ク
ッ
キ
ー

ι
L
hド
'
t川

・
再
，
a
叶
也

、

'r

8
1

1
1
4
t
 

泌
動
弁
当
コ
ー
ナ
ー
の
部

叫同市中

さ
八
ま
の
の
り
ま
さ
弁
当

加
um
米

m汀
「

谷
崎
生
組

会
・谷
川
削
次

行
合
助
釘
エ
門

品い航叫
H

権
成

長
勢
災
総

地
位げ
城
山的

成
川
路
状
山
官
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ふ 真

明品“ 心
日 あ の

市2・tJt ヲ

民会. 島 家る 庭
，，-- ，こ

年
末
年
始
少
年
(
児
童
・

生
徒
)
補
導
目
標

市
.
少
年
・
縞
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
末

年
飴
の
街
級
協
A
悼
の
屯
点
目
標
と
し
て

次
の
よ
う

G
H針
を
決
め
ま
し
た
。
行

少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
ご
窒
墜
を
中

a
uzuu

《“，Rま
U
JZuu
uz
“uh
“思"》nuE
Huuzf

歳
末
消
防
特
別
警
戒
の
実
施

今
年
は
例
年
よ
り
ら

一
段
と
い
い
急、

将
市
の
米
劫
て
、。
作
-
V
P
M
t
ゃ
れ
亀
品
川
の

時

ω銭
円
パ
が
.
フ
ル
必
品
開
会
始
め
る
時

制
が
き
ま
し
た
.
よ
白
川
臥町制
は
今
主
で

山ほ
っ
戸
、
い

わ甘い
場
所
で
.
多
H

眠
に
火
%

を
使
う
主
う
に
令
る
た
め
.
ど
う
し
て

ら
火
災
が
多
く
れ匂
リ
ま
す
，

こ
の
叫
吋
附
に
お
こ
リ
や
す
い

『あ
わ

た
だ
し
さ
火
災
』や
「
う
づ

か
り
火
災
』

会
防
止
す
る
た
仇
ぺ
消
防
償
問
で
は
. 国際児童年1979

心
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

断
い
し
ま
す
。

1
.
年
末
、
年
始
は
・
不
能
を
中
心
と
し

た

-r供
の
健
全
行
成
に
微
す
る
。

-
不
健
A
良
湖
棋
の
迫
政

・
佼
滋
ぴ

・
山明

笈
の
此
常
化

・
品
政
の
桜
旬
・

明
伸
飲

幅削

・
-小
H

例
外
性
交
反
な
ど
.

札
付
に
似
品
串
叫
佐
川
山
は
被
引
刀
打
に
今
・
ソ

ぬ
主
今
ぷ
然
に
守
っ
て
や
り
主
し
主
-q
.

2
、
出え
泊
似
品
川
防
止
.
特
付
二
・
け
松
市
中
の

小
佐
令
遁
L
軟

-M
Uリ
黒
川
町

・
.
.
 

人
取
り
.
山
川
品
取
リ

タ
-品
川

amJ
。

次
に
よ
り
畿
水
消
防
特
別
野
山
耽
を
慣
臨

し
去
す
ω

1
.
実
施
削
川

町山

一
間

泌

常

時

欣

問

川

ト
一
-川

.
一卜

一
日
か・り
て
卜
八
日
主
で
.

惜別
・
・
則
非
常
符
成
則
川

ト
一
.け

ニ
ト
九
日
か
ら
三
十

-
日
正
で

2
.
m一
則
の
夫
総
桝

--m

・・

hu訂
版
.
ポ
ス
タ
ー
の
ぬ
示

ニ
..
 

h
山川山
刷
、
公
会
吹
な
ど
.Lγ

特
定
多

敏
の
人
が
山
山
・
人
ず
る
仙
沼
誌
の
K

印
税

・ニ
.
消
火
怜
や
州
防
火
川
水
路
.
道
路

3
.
下
悦
か
-iv
u
m
んむま
亡
の
帥
阻
令
化
と

能
準
化

-
交
通
唆
刷
の
値段
守
・
ド
伎
の
能
準
化

・
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
付
泣
で
の
織
作
化

u
-没地内
の
'汀
動
が
多
'、
な
る
の
で
む

だ
を
ゆ
nさ
必
や
か
に
対
℃
し
ま
し

t
-つ
-

j
.
少
年
を
と
り
ま
く
不
良
化
尽
浪
の

州
民
と
山仙川
に
お
け
る
愛
の
.
内
運

動
に
陥
h

り
を
.

-
必
夜
叫
切
に
お
け
る
f
ン
ベ

1
ダ
l

・
山
富
り
地
は
い
か
わう
い
・
ぷ

成

長

.I

峻
州

・
危
険
心
必
U
・
釘
巾
RH

開
方
の
・双

山
吃
や
学
校
へ
の
札
付
込
み
紡
汁
今
ど

好
ま
し
く
な
い
問
嶋
崎
か
・リ
子
供
た
令

息切守
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う

然
中
市
少
年
総
惇
セ
ン
7

1

砂
年
末
年
始
の
防
犯
心
得
。

。
常
に
心
の
一
P
締
ま
り
を
A
V

ト
二
月

一
日
か
・
つ一

月
ト
・K
臼
ま
で

を
年
末
年
舶
の
防
犯
運
動
期
間
と
し
て

い
る
の
で
‘
年
求
衿
別
努
成
や
‘
少
年

非
行
犯
の
防
止
に
ご
協
h
H
く
だ
さ
い
.

状
況
の
bn
…娩
も

内
.
消
防
倹
織
の
点
検
移
偽

3.
第
二
期
の
実
施
が

m

一
.惜別

一
則
災
地
が
品
川
の
総
統

二
、
サ

f
レ
ン
の
吹
酬
明

(納
川
中
心均

日

制

じ

時
と
皮
九
時
の
て
川
)

--一
.
配
限
附
の
仰
向
努
帥晴

附
.
努
防
活
動
会
U
H
の
酬明
H
H

消
防
用
水
の
確
保

市
仏
山
地
へ
必
人
し

τし
る
鴨
川
用
水

え
び
川
敏
則
水
が
.

-
郎
改
良
仁
併
の

-
MmAVHじ
泡
わ
ひ
い
人
々
弘
明

と
く
に
大
品
れ
を

m
b少
く
出円
九五
の
多

い
午
本
は

ーひ
っ
た
く
り
」
の
か
け
』ざ

時
で
す

ひ
っ

た
く
り

は
大
金

の
・八
っ

た
あ
々

た
の
hq
パ
ン

、.
、
，，J

t

'
L
i
 

パ
ッ

ク
ゆ
ヘ

-
m
b】
‘

r

砕

m
NA
du-
A
M
i
-

や
巾引
の
中
か

ら
ね
・
つ
勺
て

い
る
の
で
す

時
い
品
川
.
人

泊
り
の
少
な
い
所
、
銀
行
、
農
協
.

U
野

似
同
信
ど
の
行
き
帰
り
は
特
に
危
険
で

す
。
ひ
勺
た
く
リ
に
あ
わ
は
い
よ
う
次

の
山
…
に
注
立
し
ま
し
ょ
う
.

バリ
}
使
聞
は
明
る
く
人
泊
り
の
多
い

所
を
泊
る
。

た
め
に
、
米
年
・二
月
二
ト
日
ま
で
断、

減
水
し
ま
す
。

ょ
の
た
め
、
山
仇
地
の
下
分
近
く
の

地
械
の
小
川
に
水
が
流
れ
て
い
ょ
せ
ん

-』の
地
υれ
で
火
災
が
健
全
し
ま
す
と

消
防
川
水
が
消
火
怜
の
み
に
限
定
コ
れ
、

不
足
が
む
に
な
る
必
そ
れ
が
あ
リ
主
f
.

火
災
を
お
・

』さ
わ
ゆ
い
よ
う
.
へ
，
主
C
以

上
に
以
窓
し
℃
く
だ
さ
い
.

ま
た
、

H
」
の
M
V帥
窃
に
備
え

τ
.

z

勺
が
mw
っ
た・
hJ
め
似
た
の
啄
の
前
に

あ
る
消
火
抗慌
の
卜L
の
勺
を
取
り
除
く・

2

無凶叫必へ
の
-H転
山下
、
オ
ー
ト
パ

f
.
市
耶
や
.
小
寄
与
人
が
近
づ
い
た
叫
吋

u
m心
を
し
て
く
だ
さ
い
.

河
川
・
/
ド
パ
ッ

ク
俗
ど
は
わ
き
に

か
か
え
ご
.
恨
の
辿・
リ
れゆ
い
打
の
側

に
し
っ

か
り
と
持
つ
・-
と
-

J

・
大
品
併
合
時
刊
ろ
品
γ
く
と

3
u
.
u

.K
身
に
つ
け
川
川
附
の
人
に
公
を
く
ぱ

り
わ
ゆ
る
べ
く
?
ク
シ
ー
や
市中
を
利

川
す
る
ニ
と
.

5

山H
動
現
金
文
払
い
僚
か・
り
現
金

を
ひ
き
山
山
す
と
主
川
崎
川
叫
聞
の
人
に
H
A

を
く
ば
っ
て
く
だ
さ
い
.

8

口付

-
に
備
え

一一

O
得
ブ
ザ
l

uど
の
防
犯
縫
児
島
』
地
帯
し
て
く
だ

さ
い
・
万

一

.
n動
恨
の
ひ
っ
た
く

り
に
あ
勺
た
時
は
ゅ
の
ナ
ン
バ
ー
を

覚
え
て
お
い
て
嘗
終
に
知
ら
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
弓
.
ナ
ン
バ
ー
を
全

郎
党
え
う
れ
れ悼
い
時
は

「ド
の
-一
ケ

タ
』
だ
け
で
ら
覚
え
て
お
き
、
そ
の

ぬ
で
々
に
か
に
芯
き
と
め
て
お
く
よ

う
に
し
ま
し
主
う日

近
く
を
通
っ
て
い
る
川
水
へ
.
宇
品
m

か
ら
収
合
流
し
て
お
く

防
火
水
そ
う
の
付
ほ
へ
勺
合
繊
み
し
し

''
VEP--

t
J
t
 

以
ト

h

の
ふ
と

e.
町
内
会
や
部
叫附
で

ぷ
し
んH
勺
亡
、
引
ベ
h
け
し
て
く
だ
占
ぃ
.

そ
れ
火
血ド
だ
」
と
い
っ
て
か・し
J

・
』の

L
う
伝
作
業
を
や

っ
亡
い
て
は
.
間
に

合
い
ま
は
ん
.

消
火
怜
や
用
水
は
.
-
火
山
P
U
あ
な
た

の
川町
痛
を
巾
ず
る
.
zm安
タ
伐
刻
告
は
た

し
て
い
ま
す
.

(9) 
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告唱
す芭息d

Eg亀
50即
日b

グ冬
に
鍛
、
え
る
。

い
よ
い
よ
冬
将
議
の
刈
米
で
す
.

市
民
の
符
さ
ん
に
は
、
トw
H
う
勺

と
・勺

し
い
日
々
が
続
き
ま
す

そ
こ
亡
こ
の
う
っ
と
う
し
さ
会
吹
き

成
ば
し
て
み
ま
せ

人

か

そ
れ
に
は
.

ス
ポ
ー
ツ
し
か
あ
り
ま
せ
人
a

屋
外
で
は
ス
キ
1

・
ま
た
あ
ら
ゆ
る

ua内
ス
ポ
ー
ツ
を
泊
し
て
身
体
を
録
え

体
力
を
長
成
し
、
約
%
を
し
な
い
品川

い

心
身
の
行
成
会
凶
っ
て
く
だ
さ
い
伶

市
で
は
、
冬
則
川
の
ス
ポ
ー
ツ
行
や

と
し
て
.
次
の
小
業
を
叫川副聞し
て
い
ま

す
.
ど
う
か
こ
れ
ら
務
総
を
ご
利
附
い

た
と
き
集
い
冬
を
来
り
凶
唱
え
て
く
だ
さ

収
災

V
ス
ポ
ー
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教
室

t:.: '( .t I暗 ，< ~ r，・、
てJ・.. ~ A ‘' 、，、 三』， :: i -' 1 q) A 

智ヰifLシ・h f'< ・民42-F s34te-' 
r. 

‘2 i.t，: 

""1 I 111 可 '11 '(. '12 句 '11 ~ 
t・t:l(ll)

2鰍噴'J砂1. 24L • 
f~~;111 Il:!h'l ，.. h 11 

刷1・z4s n t 
.1. 111:': -; 1J1.' .. 11 ， ~ 

{lill ..)fI'lI 叫t判 H ø;い，~ 11 
1 (j I 1 11 ‘t小S 1 1，. 1111 
1ち‘ " .1 7‘ 

"r-T・b7，1.‘e a-hp2 1，1ー・I;t ‘ 叫 11'1， -市 l'・J2 
4・ 間 岨 '0-

ル2匝1 "，. 
'i 人 u 

鰍体ff舵r. ー‘人 ，....健
~1 ζ 。r守 " " fr t邑

'Il ~ 首~ ~t 

-v
ス
ポ
ー
ツ
大
会

，、，" ，1， 
1 ，.0 λ1" I.;t ‘ 

k ， 
ー‘ ~r 

d‘ ， 
Efk R モ

大壬TJ t ・ k 'U -
宇.

'1 2 1) '，.:! 可ーl 
IA: '1 fctJI 11':11 間1
'1 li x lU H Z7 
'与 11 ..) 11 '.¥ 11 flt 
。1..11' :1(11111 1.1111 

11 
') '，)旨 " t 

ヤ
S司Rk1 " " u 

体総 I k 
tf嗣e『I 』袋f?t a'A 品-

ずaI『I fp s晶1rdtt 

必
し
い
こ
と
は
.
各
H
円
の
仏
岨
開
会
参

々
に
し
て
く
.
た
さ
い
“

V
温
水
プ
l
ル
か
ら
お
知
ら
せ

冬
期
間
ら
川
崎
水
プ
ー
ル
は
開
館
し
ま

す
e

水川悔
は
二
十
八
度
.
割
以
.一
卜
九

度
土一一
十
度
.
そ
れ
に山
門
1
皮
の
保
健

室
む
ご
ざ
い
ま
す
の
で
.
け
っ
し
て
策

く
は
あ
り
E
MU
人

ど
う
ぞ
体
力
づ
く

り
に
ご
前
川
く
た
さ
い

り
む
あ

一間
水
泳
教
干
し
災
地
し
ま

す

バ
し
い
・
一と
は
似
水
プ
ー
ル
事
℃

(
念
日μ
|
1
2
6
3
-

.4
 

学
校
体
育
施
設
開
放
の

一
部

を

終

工

高

?
フ
ウ
ン
ド
}

12月の総合体育館利用日程

2 11(11) 

-

一
川け
-
-十
川
り
で
叫炉、
.1
し
ま
し
た

-K
卜
・九
年
度
む
.
本
年
と
同
線
川
門

H
主

り
開
校
す
る
子
定
で
す
ち
タ
み
に

l

H
円
末
日
ま
で
の
削
刊
川
内
以
は
、
次
ム
の

と
お
リ
と
わゆ
っ
て

い
ま
ず

日目
年
度
牢
帥
惜
別
グ
ラ
ウ
ン
ド
利
用
省
内
訳
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第
三
期
{
一
月

1
=一
月
)

水
泳
敏
芝
生
徒
募
集
/
・

止
円
か
・つ
ぷ
一二
期
水
詠
整
芸

品如ま

リ
ま
す

凶
行
以
降
の
h
十
h
年
度
に

な
る
と
受
命
希
繁
和
.か
殺
到
す
る
・
』と

が
一
寸
忽
さ
れ
ま
す
e

市川八
の
体
力
づ
く
り
の
場
と
し
て‘

山川水
ブ
ー
ル
は
‘
今
節
に
附
M
mな
く

年
々
利
川
品
引
が
駒
大
し
て
い
る
学
佼
ル
昨

年
中
刊誌
の
弘
皮
を
保
勺
て

い
ま
哩
。・
ン

行
総
ぷ

-内
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
束
中
グ

1
ズ
ン
オ
フ
小
に
ゆ
っ
く
り
泳
ぎ
を
党

ラ
ウ
ン
ド
-
の
附
抜
が
好
一対
の
内
に
、
え
る
に
は
‘
閉
山
・ニ
制
水
泳
教
本
は
絶
川
町
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パ

選

ラ
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ム
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市

山
町

日

ノ

ト
人
以

A
H
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山

総

治

山
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総
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体
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。。

み
勘
平
日宅仲
片
・
ル
巡

一
一凶
の
ト
刷
で
wm

f
『た
だ
し

.r供
は
・湖
一-一
泳
以
上
、

受
議
終
と
し
て
、
年
間
山閣
待
保
険
料

大
人
六
八
乙
川

f
供
二一
側一

t
川
の
ほ

か
M
Mの
人
節
約
.
大
人

-F
」心
円
.

子
供

?
小
学
生
以
上
」・

0
0川

山
・
込
み
光
市
品
水
ブ
ー
ル

骨

u
n
-
-
2
6
3
へ

基
礎
体
力
づ
く
り
ス
ポ

ー
ツ
掻
興
事
蝶
そ
の
1

凶
か
ら
の
申
泌
を
受
け
.
収
総
体
力

づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
仮
幽内心
象
も
.
コ
一カ

年
を
絞
過
し
、
い
ま
で
は
小
注
目
僚
に

近
づ
く
た
め
市
内
あ
ら
ゆ
る
地
肢
で
.

ス
ポ
ー
ツ
を
業
し
む
歓
向
が
聞
か
れ
ま

す
.A

g
M
聞
は
.
こ
れ
ら
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推

進
の
た
め
U
ご
ろ
努
力
な
さ
っ
て
お
ら

れ
る
灯
々
の
一
文
を
併
は
て
い
た
だ
き

よ
し
た
。

松
倉
に
お
け
る

行
事
と
今
後
の
課
題

怯
.(t 
I也

会 ll(
l~ 体

f.1 
4証縦

拠

点会
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近
年
地
減
社
会
に
お
い
て
.
社
会
中

治
の
向
L
し
と
共
に
.
側
人
の
帥
町
山
明
叫
日即
日

の
しし
か
-
U
J

む
ス
ポ
ー
ツ
ル
』
辿
じ
て
の
休

刊
の
向
L
L
と
.
汁
を
流
し
た
徐
の
さ
わ

や
か
わ
ゆ
ド

A
W九
が
.
年
々
ス
ポ
ー
ツ
に

参
加
す
る
人
々
に
身
生
え
て
さ
之
い

主

す
.当

地
区
と
し
之
む
‘

jm勺
"
が
体
行

諜
を
級
品
叫
し
.
『巾

K
ひ
と
リ
・
ス
ポ
ー

ツ
-
の
市
民
体
打
参
加
運
動
を
泌
じ
.

谷
地
区
に
選
任
さ
れ
て
い
る
体
行
指
吻

愛
民

{民
仙
台
地
区
三
名
-
の
熱
怠
と
.

'O節
目
治
ご
と
の
体
有
H
俗
興
会
れ
の
協
力

に
よ
り
.
今
年
む
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
‘
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
.
住
民
運
動
会
.

内
ト
線
大
会
.
タ
ど
然
駄
が
く
リ
仏
げ
・
つ

れ
ま
し
た

三
た
学
伎
の
俊
附
間
政
ひ
と
を
過
し

て
の
鰍
削
H

は
.
過
ょ
に
夫
わ
れ

ワ
つ
あ

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
悠
政
と
・て
の
魅

h

り
を
ト
分
に
満
た
し
て
く
れ
.
参
加
山
山

地
M
H
が
年
々
一m加
し
て
い
よ
す

ま
た
ほ
可
.
地

K
M凡
の
制
札
附
の
湖

町
町
が
ス
ポ
ー
ツ

存
』泌
し
ご
ふ
ふ
か
え
っ

て

い

よ

す

よ

t
よ
そ
地
収
弘
山
刊
に
と

っ
て
何
に
む
か
え
が
た
い
耳
炎
か
あ
る

と
思

い
よ
す

今
後
の
芯
切
や
A
，
ま
亡
の
L

同
行
と
し

て

人
敏
的
に
少
伝
〈

τ参
加
で
さ
h
M

い
郎
活
に
叫
す
る
今
後
の
問
題

.

H

側
設
耐

-札
刊
に

Mmへ
打
小
午
似
体
行

総
で
は
.
-大
H
汁
が
川
内
く
、
ボ
ー
ル
が

Lr1
る
-
の
削
川
地

つ

れ
郎
治
の
M

桝制什川明

Z
作
郎
治
が
山
…

の
し
.
伐
川
川
川
級
品
開
刊
に
参
加
で
主

令
い

}
の
問
削

.
W
川
H
叫
ぴ
巡
併
し
の
川
川
叫

心
ど
今
後
制
刑
山
伏
し
て
い
か
わ
ゆ
け
れ
ば

0

・U
U
い
川
川
叫
が
あ
り
主
す
市
体
行
ぷ

の
協
-Mと
地

μ体
行
出
川
ゆ
A
淀
川
の
努
力

と
.
主
た
払
刷
会
と
し
て
の
九K
州
的
わ
ゆ

似
川
そ
ぷ
木
く
‘
科
大
会
の
水
制
刊
の
た

め
に
労
力
し
た
い
と
思
い

E
す

た
だ
、
ス
ポ
ー
ツ
が
行
小
と
し
て
終

る
小
伝
く‘

本
当
に
市
民
の
む
の
と
し

て
定
治
し
て
い
く
た
め
の
勾
峰
づ
く
け

と
し
て
、

私
は
各
蹴
附
偽
ご
と
に
小
さ
く

て
む
よ
い
か
・
り
uwの
広
場
の同仙
沼
を
従

起
し
た
い
と
思
い
ま
す

ω

明
る
い
ニ

2
1
ス
が
あ
リ
ま
ぜ

-
小

さ
れ
弘
芳
生
え
で
あ
り
ま
す
.か
.
金
山
t
げ

郎
活
で
壮
年
制
H-fが
巾
t
心
と
れ
怯
リ
‘
ス

ポ
ー
ツ
受
川
町
会

{似
品
料
』
が
ト
月
一
.i

九
日
に
似
発
足
を
は
て
お
り

t
す

し

rs也
at
e-
、ぃ

u
J
L
.
a
J
1
t
J
Z川

j
l
I
A
t
-

-

t

i
A
 

て
は
お
り
歩
可
が
、

二
人
伝
動
さ
か
封

小い
え
て
さ
た
と
い
う
の

b
.
ス
ボ
l
ヴ

に
参
加
し
て
み
て
.
ひ
と
り
ひ
と
り
が

ス
ポ
ー
ツ
に
付
す
る
則
前
が
深
草
っ
た

か
う
だ
と
、
う
れ
し
く
慾
じ
て
い
去
す

一
日
も
い
く
作
郎
官
山
に
.
一
っ
て
ら

多
く
ス
ポ
ー

ツ
没
川
町
ク
ラ
ブ
が
党
に
で

3
ゐ
ょ
う
体
行
術
ゆ
t
k
H
仲
代
々
.
今
後

労
り
し
て
い
主
た
い
と
思
い
ま
す

体
力
づ
く
り
と

学
校
体
育
施
設
開
放

魚
川
市
体
ぢ
街
得
愛

u

山
首
一
応
博

す
っ
か
り
近
代
化
さ
れ
た
似
た
ら
の

H
L
A
尽
吸
で
は
.
い
た
る
と
よ
ろ

『時

ゐ

品
取
る
』

-Mそ
ベ
る
』
の
山中
で

.
f

似
か
ら
包
人
ま
で、

運
動
不
足
、
体
力

低
下
が
ふ
砲
に
令
り
、
ら
ょ
っ
と
し
た

巡
動
で
.
息
切
れ
か
し
た
り
、
激
し
い

動
け
を
覚
え
た
り
す
る
よ
う
に
伝
っ
て

い
よ
す

字
い
に
む
.
運
動
不
足
の
解
消
が
A
H

3
象
に
タ
リ
.
当
校
下
の
ス
ポ
ー
ツ
に

H

叫
す
る
関
心
む
、
よ
う
や
く
お
ま
リ
.

地
峨
て
行
う
各
傾
の
ス
ボ
l
ヴ
ト入
会
や

連
動
会
の
参
加
者
ら
、
年
々
一泊
え
℃
い

主
すし

か
し
.
人
会
や
連
動
会
中
J
H
の
参

加
た
け
と
は
く
.
年
間
会
通
じ
て
ス
ポ

ー
ツ
会
決
し
む
人
が
.
そ
の
内
.

M

門
別

い
る
で
し

t
う
か

臼払
た
ろ
の
MK
下
て
は
、
学
校
閲
依
存
』

削
門
川
し
.
ス

R
l
ツ
齢制
凸
恨
の
間
前
.
愛

川
町
会
の
鮎
成
と
.
徐
々

に
ス
ポ
ー
ツ
に

対
す
る
附
心
と
.
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が

m

え
亡
き
ま
し
た
さ
る
に
・

・九
ト
何
年

住
主
リ
.
大
町
小
学
校
ら
川
聞
旅
校
と
れ
地

り
.
じ
カ
月
合
併
過
し
た
m叫
配
.
参
加

人
目
む
当
初
の
倍
近
く
に
わ勺
リ
‘
限
-v

れ
た

muぺ
施
設
の
中
℃
、
決
し
く
・
汁

を
流
し
て
い
ま
す
e

た
だ
、
問
視
什
机
の
辿
一ニ
uu
の
州
政
と
以

ら
れ
た
Mm
nだ
け
で
な
く
、
さ
・
り
に
多

M
W
H
の
巡
動
を
取
り
入
れ
、
よ
り
多
く

の仲川
氏
が
.
十
A
叫刊
に
診
加
し
.
湖
南
し
み

々
が
ら
.
体
力
づ
く
り
.
健
悦
保
持
の

で
3
る
ん
山
川
い
』
近
む
必
咲
件
が
め
る
と

思
わ
れ
よ
す
.

広
く

・
般
の
人
々
に
と
勺
て
、
仏
取
b

総
本
的
々
休
h
M
H
M
.
「
ス
Y
ミ
ナ
」
で
あ

る
と
J
え
ま
し
ょ
う
「
ス
タ
ミ
ナ
」
と

は
綴
れ
を
知
-U
タ
い
体
力
.
す
れ悼わ
ら

は
付
久
的
体
力
の
こ
と
で
す
.
こ
の

『
ス

タ
ミ
ナ
』
づ
く
り
に
舷
む
過
し
た
運
動

u.
特
別
な
後
術
や
H

細
川
叫
.
制
H
H
の
い

ら
信
い
「
少
く
こ
と
」
で
あ
り
『
怠
る

こ
と
」
で
あ
り
ま
す
。
「
疹
く
こ
と
」

「定
る
ニ
と
』
を
桜
本
に
し
た
運
動
を

地
域
住
民
と
の
話
し
合
い
の
中
か
ら
取

り
入
れ
.
よ
さ
指
場
者
会
館
似
し
.
主
り

多
く
の
住
民
が
参
加
で
き
る
体
制
を
つ

く
リ
た
い
む
の
と
念
じ
て
や
み
主
せ
人
.

弓
道
教
室
に
参
加
し
て

U 
11 

iJも
111 

訟
が
づ
迫
熱
匁
に
入
校
し
た
き
勺
か

け
は
.
友
人
に
納
め
う
れ
た
の
と
.
何

か
予
近
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
は
は
い
か

と
思

っ
て
い

た
や
さ
き
.
融
問
心
な
敏
人

の
つ
辺
愛
川
町
お
の
働
き
で
.
魚
沼
に
ら

l専

似
投
な
が
ら
lr1
む
胤
唱
が
で
き
た
こ
と
で

あ

る

初

め
は
川
市
々
る
づ
合
引
く
と
け

だ
と
思
い
‘
け
い
欠
礼刊
で
入
校
し
た
が
‘

u
開制
H

が
准
む
に
つ
れ
.
こ
ん
タ
に
幽
唱
し

く
犠
本
に
忠
実
タ
ス
ポ
ー
ツ
は
れ
ゆ
い
と

思
勺
た
.
初
め
て
づ
会
智
子
に
し
た
と
さ

は、

J
v
e引
く
こ
と
ら
で
会
ず
父
、
づ

を
引
け
て
む
入
金
そ
え
る
こ
と
が
で
さ

れ坤
い
て
.
ど
う
し
て
・
・
ト
八
メ
ー
ト
ル

ら
綴
れ
た
小

eh情
的
に
吋
る
の
か
不
忠

必
に
さ
え
思
え
た
・
し
か
し
人
総
計
の

中
に
は
、
-
ハ
ト
地
械
を
抽
唱
え
る
年
般
の
卜
n

々
や
、
家
嵯
の
も
M
明
ら
む
参
加
さ
れ
山
市

し
く
鋭
利
が
で

3
た
・
指
み
に
あ
た
っ

て
お
ら
れ
た

H
々
は
.
い
づ
れ
わ
釘
川
刊

行
で
.
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
-A
守
に
よ
っ
て
‘

初
め
てい
K
が
的
に
当
っ
た
と
さ
は
.
う

れ
し
い
と
い
う
よ
り
.
ャ
ッ
タ

l
e

と
3
う
気
持
で
あ
っ
た
・
仕
事
会
終
え
‘

溢

一
回
の
敏
明
白
に
行
く
の
が
議
し
み
に

わ
泊
り
.
的
に
向
っ
て
公
を
射
る
と
き
の

緊
ル
感
は
仕
惨
で
は
削
切
る
・
』
と
の
で

3

タ
い
例
か
が
あ
り
.
パ
ッ
シ
ー
っ
と
的

に
入
が
当
っ
た
と
さ
の
父
片
付
は
は
ん
と

ら
d
え
れ
惜
い
れ
快
さ
が
あ
る
.
今
で
は

一
人
で
で
も
り
全
射
る
こ
と
が
で
さ
る

織
に
々
っ
た
が
.
A
日
叩
中
中
小
川
M
・
:
'
で
あ

る
内
分
の
体
h
H
に
人
H

わ
H
U
て
u
開制
H

が
で

3x.
制
神
修
業
の
た
め
に
ら
づ
滋

e

続
け
て
い
さ
た
い
と
思
っ
て
い
る
.

一
人
で
も
多
く
の
人
が
ニ
の
械
な
す
ば

・り
し
い
irJ
泊
に
移
加
さ
れ
る
こ
と
金
脈

ぃ
.
訟
を
み
勺
て
く
れ
た
友
に
感
謝
し

て
い
る
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保険料第 3期分
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の納期は12月25
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叶
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:
分
の

似

t
s
H
m
と
さ
れ
こ
い
主

Sε
紛
年
金
め

作
会
鮎
酬
に

u.
十
年
か
・7
.

，
i
内
智
正

こ
の
閉
山
知
総
行
は
つ
い
ご
H
W
.

付
金

制
の
旭川
必

ummが
行
れ
れ
，
己

主
す
か
-

UM明
年
A
U

の
作
4
F
齢制に

u.
ニ
の
後
遺

MMm
u治
川
さ
れ

&
怪
人

(12) 

う国圏

諸害
間

以
の
人
り
.
川
代
年
余
の
年
九
司

令
そ
う
け
ゐ
代
怖
か
住
町
リ
々
か

-v.
人

l
-
仇
亡
例
M
L
Lー
し
た
こ
の
川
い払

い
.
官
時
制
作
J
昨

Z
-う
け
る

-z-か
ご

F

る
と
主
主
ま
し
た
が
.

-下け

-v
t
る
の

亡
し
t
う
か

ま

た

そ

の
年
金
制
酬
は
ど

の
く
・勺
い
之
し
S
0

・っ
か
.

答

官
ゆ
M
明
午
A
中
川
.

勺

E
-
の
晶
、
円
を
I

へ
て
ぬ
れ
'
L
て
い
ゐ
h
叫
に
'
A給
三
れ

t

eu守

!不年
i安金 ゐ
iので ん
!な 老 子
;マ後議
:ら に 戸

し j
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も
め
た
ぷ
た

ι
a辺

国
書
簡

制棚
べ
心

・
本
は
そ
の
%:
:
・
@

新
し
い
本
・.ハ

l
ト
ロ

M
附
定
安
む
か
え
、
今
年
ら
あ
と
わ
ず

か
に
な
り
ま
し
た
.

後
用
の
多
い
H
H
て
す
が
‘
生
活
に
役

立
つ
本
む
た
く
さ
ん
・
へ
勺
て
い
ま
す

先
月
に
つ
づ
さ
.
叫
刊
し
い
本
か
ら
い

く
つ
か
ご
初
介
し
去
す
a

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
版
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
総

伝』
(
ト
ミ
コ

・
ラ
ウ
ス
マ
ン
符
)

洋
の
東
側
を
問
わ
す
.
伝
統
の
知
必

は
尊
い
む
の
で
す
.

・つ
伝
い
と
き
は

シ
ャ
ベ
ル
に
ロ
ウ
を

ぬ
る
¥
灰
皿
に
つ
い
た
ヤ
ニ
は
‘
仏
唱を

つ
け
亡
ょ
す
る

'α
ど
.
ら
ょ
っ
と
し

た
暮
し
の

7
fヂ
ア
娘
で
す
.

『清
付
け
の
本
』
{山
巾
ム
興
上
符
-

新
し
ト
年
に
は

.
5む
の
て
可
始
ま

わ
り
を
す
る
万
む
多
い
で
し
ょ
う

i
r

p
 

h

リ

・
aF

円
M

，内

l

wh.
崎

げ

・

副司

刷

U

M

や

V

九
叶

り

4
8

叫

刷

、

m

!

I

1

4

1

1

 

J
e

;
;
;
 

』
h
JV

Lr

陶

wι
町

田

・
朴

i
1

巾

崎
叫
ぃ0
・

H
E
噌
瑚

J
"
"ニ

凶
曙

a
H
UR

・R
・
問

l
樟

行
こ
な
し
の
絡
h
d
ゃ
、
符
く
J
H
M
の

応
急
処
叩
仰
は
ど
に
川
は
ぶ
っ
配中
C
J

「お
せ
ち
と
が
軒
正
月
料
理
』
ケ
ド

ωの
反

H
U
制
}

お
品
川
相
を
b
q，戸、マ
l
γ

ソ
ト
へ
行

け
ば
、
ね
は
九
料
剛
刊
が
ん
ぬ
皆
、
ろ
っ
て

し
ま
う
時
代
で
S
が
、
米
中
円
の
多
いい山

氏
け
こ
そ
、
心
の
ζ
ら
っ
た
子
料
地
で

む
て
な
し
た
い
む
の
で
す
.

料
開
の
参
々
に
ご
利
川
く
と
さ
い

『b
p
い
し
い
漬
け
も
の
ヒ

M
人
之
反
細

山
般
的
制
』

双
山
唱
で
F
U刊
に
作
れ
る
つ
け
物
れ川
上下

で
寸
.

つ
け
物
に山
崎
は
欠
か
也
事
ぜ
ん
が
.

M
悶
峨
ト
勺
以
分
合
ひ
か
え
る
こ
と
は
大

切
令
こ
と
て
す

P

つ
け
物
の
行
昧
と
保
九
け
の
息
川
町
会
保

九
伝
が
・り、

で
さ
る
だ
け
‘山唱
の
枇
を

滅
。
す
よ
う
じ
仁
た
占
れ
亡
い
る
の
が

--の
t
干
の
符
彼
で
す
。

「お
茶
人
の
t
a
・
名
品
茶
国間
』

向
園
児
茶
わ
ん

・何
物
茶
わ
ん

・
訓市首府

わ
ん
の
u
h
n
川
と
よ
ば

n
H
Y
r

、
川
川
川
川

BIt
-，

れ
る
H

山
々
の
カ
弓

i

-m山
山
叫
「
-L

rv内
総
司、
1

・

一u-初
u
r

シ
リ
ー
ズ
に
、
『
同情

一

年

弘

代
の
条
例
む
あ
り

戸
崎

h
q

ぷ
J『

毛
糸
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
』

b

叫行
外
ハ

千
円

l
ク
ル
偽
針
制
の

ニ
ッ
ト
で
作
る
千
あ
み
の
本
亡
す
.

司

処

リ

糸

を

「

レ

、

利

問

し
hu
が

品川旧
n

'

J

・り
.
パ
ゾ
チ

「
h
uv

〈

ワ
!
?
ニ
ヴ

ゲ

』

ト
を
始
め
て

一

=

は
い
か
が
で

/

=

I
M
よ
‘
ヴ
e

L
P
1
一

二

こ
れ
か
・
つ

ル

体

作

化

臥

の

き

び

し
い

匂
川
村

4
3

冬
に
抗
出
で

;
 

{

す

.

『ケ
チ
と
言
わ
れ
な
い
ケ
チ
入
門
』{本

会
れ

f
m
-

だ
い
こ
ん
の
集
っ
ぱ
の
山内小れ法
か・り

な
の
紛
符
主
ご
.
型
か
む
打
作
・っ
し
を
込

る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
取
で
t
・

「漢
字
総
学
穆
典
』
{江
川
川

・尚
附
附

れへ共
事n
-

品山作
γ
内川ク

f
ズ

・
パ
ズ
ル
仙加
で

v.

や
さ
し
い
問
題
か
・1
む
ず
か
し
い
削

凶
ま
で
.
犠
L
A
Uが
-q
淀
川
十
に
縦

し
ん
て
く
だ
さ
い

こ
こ
に
紹
介
し
た
本
は
、
倫
え
付
け

τ
fvる
t
干
の
.
お
で
す
ε

お
気
B
H
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
三
冊
二
週
間
か
り
れ
ま
す
。

.
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
'

刊
は
月
の
お
し
ら
せ

3
日
明

ニ

う

さ
〈

み
人
々
で
つ
く
ろ
-qj
h刊
が

で
き
あ
が
る
か
な
?
?
?

日
じ
ぬ
ふ
ん
か
・
り
・
予
』む

の
へ
や
で
ひ
う
き
ょ
す
.

Ha叩
ブ
ラ
ジ
ル
の
み
ん
わ

ク
レ
ス
ポ
さ
ん
の
は
な
し

と
し
よ
か
人
の
々
か
ま
、
大

集
合
/

む
む
し
ろ
い
お
は

な
し
.
た
の
し
い
お
は
わ
惜
し
.

ブ
ラ
ジ
ル
の
め
ず
ら
し
い
お

は
な
し
が
い

っ
ぱ
い

r
-

3
じ
初
日
小
人
か
う
が
く
し

巾
う
し
つ
で
ひ
ら
き
ま
す
.

ブ
ラ
ジ
ル
の

絵
本
と
敏
科
.
屡

期

日

十

二
川
卜
仁
日
か
ら

二
十
二
日
主
で

機

的

関

身

館

悦

聡

党
議

M

成
・
・
小
す
る
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

教
U
H
S
{
小
小

一
1
六
年
生

m
}

硫
紙
.
ア
マ
ゾ
ン
流
域

一
僚
に

伝
わ
る
民
話
や
伝
必
の
絵
本
台

ど
ニ
行
附
で
す
.

ふ
る
さ
と
の
歴
史
銀
座

・僧
ケ
岳
の
雷
形
と
植
物
・

o
a附

H
K
伴
氏
肱
円
光
生

戸市
山
市
科
乍
文
化

セ
ン
タ
ー
館
長
)

J
V
州
朗
日

ト
二

η
七
U
幽

。

川
柳
敏
室

。
則

日

ト

二
月
ト
二
日
制

。
課
題

『ネ
ク
タ
イ
」
「投
げ
る
」

O
A
倒

木

村
作
見
城
光
侠

1
1
1
1
1
1
1
0
1
1
1
1
 

古
典
に
幽
明
し
む
会

。
刷
削
日
ト
・
一月
十
刊
日

。
テ
ー
マ
減
氏
物
um'

0
・岬
的

成

検

問

f
先ルれ

い
ず
れ
も

O
A

属
閉
路

0
時

間

午

後

.
時
三
卜
分
か
ら

ど
h
w
た
で
ら
わね
H
A
終
に

参
加
く
だ
さ
い
.

の
ス

し
切

ら
怜

〈
ア

世
事
H
代
制刷
会
配
被
H
H
え
し
た
あ
と
で
よ

く
カ
l
ベ
ソ
ト
に
・
不
H
H
の
勝
が
つ
い
て

と
れ
れ
憎
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
.

こ
れ
は
衡
を
へ
ニ
ん
だ
と
ニ
ろ
に

勺
て
.
そ
の
ト
か
ら
然
泌
を
少
し
ず
つ

ぽ
み
こ
ま
吃
る
と
.
と
れ
ま
す
-

E
Nん
ら
が
悠
い
と
き
に
は
、

ハ
ミ
・
/

グ
や
ソ
フ
タ
ー
な
ど
の
柔
軟
制
を
水
で

と
い
て
つ
け
る
と

叩
く
フ
ワ
ツ
と
な

り
ま
す
い
ず
れ
の
地
ヘ
Hb
・
下
入
れ

の
仰
に
は
.
ホ
コ
リ
や
ゴ
ミ
、
汚
れ
を

よ
く
対
除
し
て
お
か
れ
地
い
と
.
カ
ー
ペ

ッ
ト
に
シ
ミ
告
つ
け
て
し
ま
う
ニ
と
に

む
り
去
す
.(
M
K以
郎
の
資
料
よ
リ
)

カ
l
べ
γ「
に
つ
い
た

家
具
の
跡
を
と
る
十
刀
法

(13) 
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za骨
盤

ロ
月

1
1
月

母
岨
杭
学
紐
(A
コ
ー
ス
)

マ
ト
二
月
二
十
一
日
附

円

v
時
間

4
午
前
九
時
三
十
分
1
午
後
三

時
一ニ
ト
分

(時
間
的
行
}

マ
ぬ
ザ附
E
魚
派
保
噂

m
-a
A帆

マ
対
象
E
M
q
娠
し
て
い
る
人
と
家
固
執

マ
今
月
の
内
や
け

-
映
山
m
l
uu
v明
か
・
つ
分
後
ま
て

-
実
割
H
E
安
定
の
た
め
の
妊
総
体
総

・
実
割
引

t
妊
娠
中
の
栄
養
.
食
市
ド

・
議
4
耐
'
妊
娠
の
生
用
-
底
的
}

-
実
智
光
天
性
二
関
節
制
収
さ
ゅ
う
の

手
助

-
そ
の
他
付
チ
の
制
度
な
ど

マ
初
穫
の
方
は
日
十
自
に
必
ず
受
け
ま
し

ょ
う
.

マHH
食
.
ス
ラ

ッ
ク
ス
‘

ω
f
F削
収
合

札
付
拳
し
て
く
だ
さ
い
.

V
乳
児
検
お

hll 2日 t:! 712 11 
tω1I月 ωJ11 IIJ 11 (1当日月 U 

崎川 可時的 '1・的仏.¥"・
1』03lIS01Tlf2j 

同開d'tsI 1 11量 ¥ 1量 1 iを
Z 1 2 1 時分終

ペ" .. l: 
今。I1'」i:1 "'1.1 '''' :1 

b 

:;li-o， 己~I' /)1 ‘'.1 U1リι 自 白、

t4 '11 k担・"と'wt tJl 1I 
~ ， 'I.!. ，，... -t1足

ー

¥ 1，は

I'I!.(I'. 
会

-吻 " .. 
鍵li月，r 』品

マ
ニ
か
川
児
倹
出品
叫叫
に
.
股
関
節
制
悦
主

ゅ
う
険
診
を
併
H
U
て
行
い
主
す

V
一
一鰻

六

か

月

兜

検

惨

マ
お

f
さ
ん
品
淀
川
の
お
む
ろ
や
及
び
.

品開
ブ
ラ
シ
そ
ご
持
参
く
だ
さ
い
.

v
=一
愈
児
検
惨

12 
月月

9 5 11 
体III ~日 {制11

I ~ 11 
1I " 

1I 
JI 15 :JI) 
11 11 ")1.J 

:1 " 3J :1 ;J 
骨t:'c 司t:ε .:t・2
に1ニ lこに にに
'J '.1 な 司血

ゐ る ゐ
tJJ 幻J

幼児lι ‘~ 

マ
交
付
叫吋
問

Z
午
後

.
時
1
・e
叫吋

‘，

1
1

1

1
1

1

1
 

円
V

会
場

t
的
印
似
健
所

V
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
祭
壇

イ
ン
ウ
ル
ヱ

L
ザ
の
予
防
機
M
押
が
的

ま
っ

τい
ま
す
。
流
行
・
ン

1
ズ
ン
に
倫

え
て
健
機
保
持
の
た
め
是
非
受
け
ま
し

ょ
う
・
々
お
、
ょ
の
注
射
は
.

一
t
阻

週
間
の
間
隔
を
お
い
て
二
回
受
け
往
け

れ
ば
タ
り
ま
せ
ん
.
そ
れ
ぞ
れ
ぷ
当
地

区
の
小
小
隊
で
受
け
て
く
だ
さ
い

マ
持
Mm創
刊

金

二
三
級
・
'
卜
r
比増
岡
本
・揃

無

科

-
l
九
決
以

l
・
高
校
生
校
一
般
の
人

u.
制
に
ワ
さ
二
百
円

マ
実
祉
曜
日
比

12 12 12 12 I~ 12 I ~ 12 
!t 1I 

" 
月 H 月 刈 月 11 '1 11 

13 12 12 11 11 )1) 10 ? 1 7 114. 
n n u 11 日 u 日 B 日 (1 日
I~ (ItI:) t伺 ('.ぬ HJ un UD t創 Iil l必
人 i且 村 4ニ

同‘ 丙 住 tl 
ft 

置I 1- 本 i.L 島 司b
中島 ，t{ 回 tt 

主主 方 怜

aaz‘ 』

~~二 ぷι許ι学 さ;: 学
学佼

守. 守
e俊F 16 

tを 佼 t史 校 +世 4宜 +を 俊

ずー11
み凶11
fをに
怖:n

マ
受
付
時
間
E
各
自
共
午
後

一
時
1
ニ

i
M
g
 

"
問
凶Fマ

問
診
吹
当
日
会
場
で
保

a
E
【大

人
の
叫
ん
H
U
4
人
}
が
犯
人
刷
押
印
し
て

く
だ
さ
い

印
が
山
押
し
て
タ
い
場
A
H
は‘

娘
M

押
山
山
主
ぷ
H
U

A

か
ら
特
に
住
怠
し
て

く
だ
さ
い

マ

仲
小
川
忠
M
P
品川

H
a凡
熱
し
て
い
る
人
.
又
は
符
し
い
栄

長
血肉官
庁
の
紘
臨
時
』
に
あ
る
人

け
心
回楓
血
轟
H

系
.
じ
ん
厳
疾
患
又
は
.

肝
睡眠
疾
剛4
タ
ど
の
た
め
に
治
械
を
勧

め
ら
れ
て
い
る
人

什
鵠
卵
、
印
刷
肉
を
た
ベ
〈
・
成
ふ
に
也
凡

し
ん
が
で
た
り
、
下
山
明
会
し
た

-
Z』

の
あ
る
人

側
後
Mm
し
よ
う
と
す
る
後
回
開
決
の
成
分

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
円
み
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
人

川
過
去
に
お
い
て
.
ニ
の
予
防
後
検
に

よ
リ
、
刷
反
応
を
H
上
し
た
こ
と
の
あ

る
人

川
機
織
的

一
年
以
内
に
.
け
い
れ
ん
の

佐
状
を
足
し
た
こ
と
の
あ
る
人

川
妊
娠
し
て
い
る
'
』
と
が
明
ら
か
タ
人

川
そ
の
他
‘
肱柑
叫聞
に.小
池
此
討
は
状
態
の

人

以

上
の
人
は
.
彼
純
で
さ
ま
ぜ

ん
の
で
卜
分
ご
品
川
島
品
く
だ
さ
い
.

マ
娘
M

開山
TE
日
""
州制
と
伎
の
体
温
を
け
フ

て
き
て
く
だ
さ
い
.

-v
a
m
し
ん

(
ハ
シ
カ
)
予
防

櫨
常
置
実
皆
鳳

マ
実
地
場
所

t
市
内
の
か
か
り
ワ
け
の

広
鮒
で
実
地
し
て
い
ま
司
.

マ
按
Mm対
象
4n
t
二
鎌
児
を
中
心
に
生

後
十
八
か
月
か
ら
三
十
六
か
月
に
一全
る

(14) 

第
四
回

市
美
術
展
受
賞
者

山
富
会
で
あ
勺
た
惜別
卜
九
州
市
美

術
線
長
会
の
受
賞
作
は
次
の
と
お

り
で
す

ど
ん
ど
ん
出
品
敏
わ
多
く
々
り
.

会
織
の
侠
南
口
が
悠
じ
ら
れ
よ
し
た
.

マ
富
山
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生
活
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反
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し
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だ
さ
い
.
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検
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体
力
づ
く
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の
た
め
.
ぜ
ひ
参
加

し
て
〈
だ
さ
い
。

-v心の
健
康
相
融
眼
目
の
必
知
ら
せ

マ
卜

4

一川川
ト
八

uω午
後

一
時
三
卜
分

i
三
時
ま
で

マ
ゆ
品
川

伽
印
刷
附
他
所

マ
帖
刷
締
約
eh
m
帥
及
び
保
健
舗
が
相
殺
に

応
じ
ま
す
!

マ
心
の
愉
み
で
苦
し
ん
で
い

る

人

又

は
米
肢
の
拠
常
信
行
動
や
巧
え
万
に
お

悩
み
の
ん
は
、

ど
は
た
で
む
お
れ
れ
併
に

ご
利
川
く
だ
さ
い
.
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か
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よ
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砂
か
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に
や
た
ら
に
乗
る
く
せ

感
い
く
せ

O
H見
る
よ
り
む
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で

制円
る
健
康

む
今
年
と
思
う
気
持
が
ふ
け
さ
は
る

。
保
憾

の
・
』と
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね

は
生
活
酬
帽
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岨叫
保
健
係
ま
で
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年
末
・
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
日

L
8
4

一日
三
ト

一
日
仰
の
れ
民
地
収
け
.

二
ト
九
日
山
に
級
リ
しし
げ
収
郎
、し
王
J

年
末
は
.
卜
二
川
・『
卜
九
日
山
主
で

予
常
通
り
似
蜘唱
し
主
す

曜夜

一ト
九
U
川
に

.K
M附.
そ
の
他
ご

収
仙
取
が
山
川
米
わ
う
い
所

u
.一二
ト

'
N川
午

前
小
に
収
蜘
唱
し
主
寸

総
・始
は

一
月
明
日
附
か
・り
ヂ
お
品
川
リ

収
集
し
ま
寸

。
年
求
の
ゴ
ミ
叫付
込
み

内
節
治
um
セ
ン
タ
ー
{
ゴ
ミ
娩
却
地
-

て
は
.
十一

.
H

円
三
卜
目
下
前
中
主
戸二

鮫
ゴ
ミ
の
持
込
句
酬
を
受
付
け
ま
す

ト
二
月
三
十
日
午
後
か
・
勺
一
月
三
日

ま
で
休
み
ま
す
.

冬
季
期
間
中
は
.
ゴ
ミ
を
前
日
に
出

し
ま
す
と
.
勺
に
岡
崎
ら
れ
亡
収
集
が
大

変
問
問
慢
に
タ
り
ま
す
か
・
り
.
ゴ
ミ
は
収

総
当
日
の
朝
八
時
ま
で
に
m
M
m偽品川

出
し
て
く
だ
さ
い
.

な
お
次
の
・

τ一に
ご
協
h
リ

;
ι'-さ
し

:

泊

協
の
仙川巾ーを
し
F

了、
μ
九
三
い

・
1

J
ミ
は
.
ゴ
ミ
公
λ
付
行
総
γ

」
入

れ
:
山
し
ご
く
た
さ
い

』

紙
災
.

ダ
シ
ぷ
|
ル
伶
ん
ど
H
.
ぬ
れ
ゐ
し
こ

人
安
川
リ
ぷ
l

コ
ー
必
ず
供
え
ゐ
ヴ
ミ
と
剛刊え
々
し
J

ミ
と
H
w
w
L
ご
.
川
氏
め
う
れ
た
H
n引

ト
・M
・ヘ
ほ
E
こ
--H
2
:
μt・
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4
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-
年
末
の
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尿
く
み
取
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-
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崎
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J
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八
日
主
で
休

'htrの
ご
、
魚
川
市
川
俊

術
中
の
し
Mmく
み
取
り
作
ま
ら
ニ
の
間

休
み
に
な
り
志
す
。

年
未
の
し
以
，
、
み
取
り
術
情払
引
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ト
二
川
バ
ト
行
U
川
主
で
に
ι
川…
沖
将
位
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間

ホ

『
g
w一1
3
3
3
1
-
に山
中
込
ん
で

く
だ
さ
い

年
末
は
、

し
以
:
み
取
り
治
情
払
刊
が

多
い
の
て
.
卜
二
川
ト
h
uよ
立
に
巾

E-a

、

込
ま
れ
て

b.
m
mに
令
怖
の
あ
る
山戸

川
市
は
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一H
け
に
人
コ

ιか
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似
仲
間
寸
-q

こ
と
ら
あ
り

E
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の
て
.
ご

f
本
く
だ

べ
』
し
府

な
お
弘
、
令
刷
川
中
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M

暗
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み
れ
り

に
つ

い
て
、
次
の
ふ
と
に
ご
協
力
く
ど

さ
い

一

.m勺
の
た
め
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ム
取
り
作
業
か
人

側
に
洩
れ
よ
訪

山中
込
み
は
け
1
均
に

}
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く
み
取
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よ
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術
y
fJ
む
そ
仰
な
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下
山
で
期
U
が

変川正
に
h
b

る
地
A
ロ
む
あ
リ
ま
す
か

う
ム
・勺
し
く
ご
f
積
く
だ
さ
い，

-
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

-』の
凋
食

u.
同
代
が
同
の
仁
袋
行
政

を
注
め
る
l
で
段
も
大
切
な
凋
先
で
す
・

1
・
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-tト
・
日
現
従
で
調
従
す
る
た

め
.
多
忙
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記
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必
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か
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ホ
と
思
い
ま
す
が
訓
先
日刊
か
お
川
い
し

た
附
は
、
ご
協
h
り
く
だ
さ
ゐ

t
弓
釘断剛

い
し
ま
す
。
な
お
記
入
い
た
・
た
い
た
調

伐
桜
は
.
川
悦
肱
明
資
料
々
ど
に
使
用
す
る

こ
と
が
決
じ
・り
れ
て
必
り
ま
す
の
で
他

に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
王国
時

に
記
人
く
だ
さ
る
よ
う
い
ね
断
い
し
ま
す

3

-
街
路
樹
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う

献
と
う
る
お
い
の
あ
る
町
づ，、
リ
舎

の
ざ
し
て
い
る
市
で
は
.
総
山
市川耐仏山

山町に
U

仰の

一
時
と
し
て
.プ

ラ
タ
ナ

ス
.

ア
力
・ン
ヤ
h
u
ど
を
補
え
て
い
ま
す
が
.

段
近
無
断
で
・
-の
し人切
々
伐
を
切
り
取

っ
た
リ
.
山
川
つ
け
た
り
し
て
あ
る
の
が

は
受
け
・
つ
れ
ま
す
の
で
.
ニ
の
よ
う
ひ

.
-と
の
必
い
主
う・
花
悲
し
ま
し
ょ
う

わ
仙
お
、
術
協
刷
聞
の
--と
で
州
市
叫
が
あ

り
ま
し
た
う
.
巾
の
都
市
仲
川
向
凍
へ
喰

拘怖
く
と
さ
い

人町

人九ゐ
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-
咋
ゅ
う
び
ん
ミ
ニ
ガ
イ
ド

九
年制
H
U
帆
の
診
し
出
し
は
お
引
く

年
賞
状
は
.
ト
二
月
ト
r
札
口
か
・
り
受

付
が
飴
ま
り
ま
す
.
記
只
の
配
述
に
聞

にへ
H

わ
せ
る
た
め
に
.
お
そ
く
と
ら
.

年
代
状
は
|
1
二
月
二
十
日
制
ま
で
に

小
包
は
l
ト
二
月
ト
五
日

ωま
で
に
お

出
し
く
だ
さ
い
.

。
年
賀
状
は
万
耐
別
に

i
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a
-
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.
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白
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.
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1
4ト
h

自
列
川
J
1
v
u
n
d
v
u両

外
に
限
切
し
て
、
間
制
作切
紙
札
を
つ
け

ひ
ら
か
給
ゴ
ム
で
ト
文
乍
に
米
ね
て
お

山
し
く
だ
さ
い
.

b
時品川
と
釦
州
民
併
い
J

は
止
し
く
.
ハ
ツ

キ
リ
と

け
』
っ
か
く
の
年
代
以
告
速
い
子
に
し

な
い
た
め
に
む
‘
め
て
れ
と
似
品
川
幌
地

C
凶向
。
いJ
山

at
ゃ
C
CK付
与
ど
の
府
直
胃
.

車
問
使
需
品
V
を
正
し
く
ハ
ツ
キ
リ
お
世留さ

く
だ
さ
い
.
差
出
人
の
住
所
副
田
健
需
号

も
忘
れ
ず
に
お
S
8く
だ
さ
い
.
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¥
 ま

た
郵
便
番
号
が
進
う
た
め
.
花
自

に
間
に
合
わ
な
い
む
の
む
あ
り
ま
す
.

よ
く
確
か
め
て
、

ハ
ッ
キ
リ
お
佐官
さ

く
だ
さ
い
.

-
年
賀
状
に
電
話
番
号
を

お
忘
れ
な
く
グ

年
W
H
状
の
発
送
時
期
と
々
り
ま
し
た
・

氾
話
局
で
は
皆
さ
ん
の
包
訴
の
か
け
州

じ
に
絶
え
ず
注
意
し
て
い
ま
す
.

か
け

州
じ
を
防
ぐ
に
は
相
手
の
$
サ
を
よ
く

低
め
て
.
必
か
け
い
た
ど
く
以
外
に
決

め
予
が
あ
り
ま
せ
ん
.
年

π状
は
お
印
刷

の
P
R
と
相
手
に
電
話
倭
サ
を
知
っ
て

い
た
だ
く
.
よ
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
.

電
話
徐
H

方
は
お
忘
れ
は
く
記
入
闘

い
ま

す
・

魚
涼
電
線
電
話
局

-
L
P
ガ
ス
の
保
安
点
検

十
二
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
の
消
唆
設
備
を
点
検
し
ま
す
の

で
.
ご
陥
カ
を
、
お
願
い
し
ま
す
.

続
問
地
区
・
:
持
光
寺
、
間
後
関

M
T
伝
寺
、
浜
邸
時
悶

仰
は
m地
医
:-
tn-品
、
制
側
ノ
水
.
ト
有

・木、
(
S

R
V
線
山
側
)

k

口白
川
紛
町

内
…
倹
に
は
、
汁
川
山
県
L
P
ガ
ス
協
会

魚
川
叩K
A
m
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
点
目

H

が
州
い
ま
す
.
ぶ
し
い
ニ
と
は
.
同
セ

ン
タ
ー
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

含
倒的

|
5
3
4
0

-
電
気
配
線
無
料
診
断

十
二
月
中
に
次
の
地
区
の
無
料
診
断

を
行
い
ま
ず
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
.

減
訪
町
、
浴
町
.
火
の

w.b全
仏
町

文
化
町
、

中
央
通

1

鴨
川
、

駅
翌
五

ト
H
刊
ト
4
.

新
品
市
Mm.
駅
前
新
町

双
袋
町

く
わ
し
い
こ
と
は
、
次
へ
ど
う
ぞ
.

財
例
法
人
化
仲
川
札
口
A

保
安
協
会
問
山
五

郎
飢
法
悦
織
が
『

{新
令
似
，一

丁
目
兆
陸

活
力
附

ιmw営
業
所
内
}

e
n
-
-
6
5
5
 

固定資産税
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第3期分
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-
守
の
趨
切
.
故
防
止
の
た
め
に
・
-
-

h

晶
、
制
問
に
は
れ
動
併
の
ス
リ
ッ
プ
.
は
避
す
ぎ
ま
す

t
ま
ず
補
作
し
て
く
と

、

脱
給
与
ど
の
た
め
.
鰭
切
悦
危

の
多

さ

い
J

-

発
が
心
配
さ
れ
ま
丸
大
切
は
生
命

ロ
ボ
タ
ン
の
怠
い
所
で
は
発
え
人

一

と
食
煎
伝
仙
川
忠

me守
る
た
め
、
冬
の
簡
を
使
っ
て
列
車
を
止
め
て
く
だ
さ

一

路
切
安
全
泊
行
に
は
特
に
注
立
し
て
い
.

一

く
だ
さ
い
。

り
自
動
が
に
は
必
ず
発
え
ん
筒
を

一

.力

一
自
動
市
が
踏
切
し
し
で
動
け

は

備

え

つ

け

る

・

く
h

培
っ
た
ら
.
寸
ば
や
く
次
の
行
動

仰
ボ
タ
ン
会
押
し
て
刷
叫
が
を
止
め
-
-

を
と
る
僚
に
日
ご
ろ
か
ら
心
悦
け
て
そ
の
た
め
衡
究
会
免
れ
た
場
合
は
.

お

さ

た

い

も

の

で

す

.

州

市

耶

を

止

め

た

州

事

金

は

.

不

裂

と

な

パ門
カ
ン
カ
ン
ホ
H
が
鳴
る
の
を
待
つ

り

よ

ず

・

て
か
ら
.

h
作
品
帥
ボ
タ
ン
を
川
刊
す
の
で
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農民
自{谷

ふiブ

カ
昭
和
五
+
年
七
月
=
一
+
日

市
指
定

魚
濠
市
小
川
考
字
天
神
山

富
山
観
光
パ
ス
天
神
行
終
点

徒
歩
+
分

所
有
者
又

は
管
理
者

指

定

所

在

魚
津
市

山
ご
州
k
n
2

.• 

-
』
と
に
仰
や
を
刈
-
h
u

E
3
・
/
ト

ヴ
ーさ

じ

食
わ
れ
る
の

令
山
内
く
た
め
.
帥
叫
に
ふ
う
占
げ
ご
九
織

に
火
を
勺
け
a

、
1
・山
・
1
uる
i
k
a
d
f

ト
一
あ
主
リ
の
わ
-v
っ
と

τ
.巾・
ヘ
ー

ベ
『
わ・り
し
ベ
?
を
よ
る
の

τウ
め
.

仁

・
八
カ
所
慨
に
し
げ
り
る
仙
ぽ
九
は
わ
川

わ
に
わリ
っ
て
お
り
.
終
に
し
げ
る

カ

ハ
リ
プ
コ
の
・
』
と
以
内
の
み
地
n
H

山
村

に
ム
・
リ
れ
.
中

へ
つ

釣
る
む
の
は
ス
ベ

の
ほ
か
?
り
か
・
り
や
ぼ
ろ
街
ん
ど
い
ろ

い
ろ
あ
る
、
ス
ウ
ブ
の
れ
開
成
品
か
う
岨
怖
を

必
忽
す
る
じ

z
luあ
る
が
‘
ニ
れ
付

火
蚊
&
へ

の
必

払川…
J
て
リ
ー
ヒ
ス
つ
ベ
と
aU
H
-
-
.

?・ベ
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う
し
ベ
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d
E
Lv，、ぃ
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τ
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う
か
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恥
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検
ベ
ゥ
、
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べ
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す

べ
-
で
あ

r
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行
J
A勺
-
外
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山
日
銀
の

川刊
制作
に

・
て
人
々
』H
け
と
h
u
り
ま
し
た

九・
の
品
川
ら
行

L
勺
上
り
.
あ
れ
た
と

し
く
J

3

亡
ゆ

:
1
-川
亡
は
あ
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E

1
h
.
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の
ャ
・
ン
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伎
の
総
日

十
f
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l
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4
t
'
A
4
J
H
V

ツ
の
つ
け

れ

司
れ
ト
う
こ
.
火
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凡
に
ト
分
礼
色

L
.

王
た
ワ
け
加
え
る

U
・
り
.
行
エ
不
凡
ギ

ー
の・
む
か
り
を
し
て
.
ご
れ
や
か
れ
伯
父

山
亡
比
刊
司
を
迎
え
よ
し
L
・1

初

L
い
也
九
は
ん
と
あ
り

E
し
れ!
ら
い欄

淡
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山

t
τ心
知
・
り
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，
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い

ι
m
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釈
必
匂
.
!
日

i
係

り

m
h
H
・巾
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州
仏
側
広
十
仏
終
日
昨

倉
内
線
2
1
8
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魚津印刷係式会往印刷

市の人口
(10月末現在}

初0.75kr

7.9km 

12.967 

24，009人

25.821人

49.旬。人
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